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北大文学部紀要 47-2 (1998) 

西フリジア語の文法構造一一動詞 (1)一一

清水 誠

Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk 

一一tiidwurd(1)一一

(The Annuαl Report on Cultural Science 47-2 (No.95). The Faculty of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. Japan 1998. ISSN 0437-6668) 

SHIMIZU Makoto 

E 動調(ittiidwurd) 

!i 68 動詞の語形変化と文法範曙:概観

(1 ) 定形と不定形

個々の動調には語形変化 (debuging)として「定形J (de finite foarm， de 

persoansf oarm) と「不定形J (de ynfinite foarm， de nominale foarm)の

区別があり，それぞれ後述の文法範酵を示す。定形は出来事を発話状況に関

係づける場合の語形であり，.時制J (de tiid) ， ，.法J (de foarstelwize， de 

modus)，主語の人称と数に一致した「人称変化」を示す。不定形は出来事を

発話状況に関係なく特徴づける場合の語形であり，時制と法を示さず，一致

による人称変化を示す主語を欠き，用法の上で動詞を他の品調に転用する場

合にも用いる。動詞定形(あるいは定形動詞)を「定動調」と呼ぶことがあ

る。ただし，動詞不定形(あるいは不定形動調)は「準不定動詞」とは呼ばな

しユ。
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北大文学部紀要

967 (1)で述べたように，動詞定形(定動詞)は補文標識の有無に応じて従

属文の文末(右枠)あるいは主文の第2位(左枠)を占める。西フリジア語

ではこれは動調不定形でも同様であり 3種類の不定調のなかで第1不定詞

と第2不定調(動名調)は右枠，第3不定詞(命令形不定詞)は左枠の位置

を占める。詳細は動調群の語順とともに後述する。

(2) 定形

動調定形で明示される時制と法は発話状況それ自体にかんするものであ

り，人称・数は発話状況の関与者にかんするものである。

(a) 時制

時制には「現在J (de notiid)と「過去J (de doetiid)がある。時制として

の現在形は過去形以外の広い意味を表わす。過去形はドイツ語やオランダ語

と同様に，物語・回想・歴史的叙述のように日常生活に直接関係しないと話

者が判断する出来事に用いる。日常生活に直接関係すると話者が判断する過

去の出来事は完了形と時制を組み合わせて現在完了形として表現し，時制と

しては「現在」である。時制としての「未来J (de dantiid)はドイツ語やオ

ランダ語と同様に確立していない。時間としての未来の意味は現在形で表現

するか，‘sil(話法の助動調silleの現在形)…第1不定調'などを用いて補足

的に表現するにとどまる。

時制による語形は後述のように動詞の種類に応じて異なる。

(b) 法

法は「直説法J (de feitlike foarstelwize， de yndikatyf)と「命令法J (de 

hjittende foarstelwize， de ymperatyf)に分かれる。命令法 (r命令形」とも

言う)は原則として 2人称を対象とし，親称・敬称や数による語形的な区別

を示さず 1種類しかない。直説法は人称変化を示す。ドイツ語のような接

続法 (de{加feitlike/net-feitlike}foarstelwize， de konjunktyf)は今日で

はほぼ存在せず，人称変化を示すのは直説法だげである。仮定や条件などの

意味は 'soe(話法の助動調silleの過去形)…第1不定詞'などを用いて補足的

に表現するにとどまる。
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西フリジア語の文法構造ー動詞 (1)

命令法の語形は後述のように動詞の種類によって異なる。

『接続法は聖書のような文語的文体に限られ，今日ではほとんど廃れている。

接続法を用いている 1933年刊行の聖書 (G.A.Wumkes訳)とそれを用い

ていない 1978年刊行の聖書の次の箇所を比較(正書法は原文のまま)。

Us Heit， dy't yn de himelen binne， Jins namme wirde hillige; Jins 

keninkryk komme; Jins wollen barre allyk yn 'e himel， sa ek op ierde; 

「天にましますわれらが父よ。御名を崇めさせたまえ。御国を来らせたまえ。

御心の天になるごとく，地にも来らせたまえJ(It Nije Testamint 1933:17， 

Mattheus 6 : 9-10) 

Us Heit yn 'e himel， lit jo namme hillige wurde， lit jo keninkryk komme， 

lit jo wil dien wurde op ierde likegoed as yn 'e himel.r向上J (Bibe119892 

(1978) : 1379， Matt邑us6: 9-10) 
次の表現に注意(-sijは元来， weze r…である」の接続法現在形3人称単

数)0 itsij [dtsEi] A， itsij B r Aであれ， BであれJitsij dat従属文「…

であれ」

(c) 人称・数と人称語尾

人称と数による変化には 1人称， 2人称親称・敬称， 3人称，および単数・

複数の区別がある。

人称と数による語尾，すなわち「人称語尾」には時制の区別に応じて次の

2種類があり，それぞれの時制の語幹の後につける。人称語尾は動詞のクラ

スにかかわらず，下記の 1種類である(現在形3人称単数が無語尾(一φ)な

のは過去現在動詞に限られる。過去形複数と 2人称敬称の (e)n/-ne(n)の使

い分けについては970 (4)(b)，過去形2人称単数の ste(稀)については971(1)

参照)。複数形では現在・過去の両時制ともに人称語尾の区別がない。 2人称

敬称単数形の語尾と語幹は現在・過去の両時制ともに複数形とつねに同じで

あり，語形的に一致する。

『複数形の人称語尾が1種類なのは歴史的に北海ゲルマン語の特徴である。

現在 過去

単数 複数 単数 複数

1人称 φ -e 一φ (e)n/ -ne(n) 

2人称親称 st/ (稀 ste) -e -st 一(e)n/-ne(n) 

敬称 -e -e 一(e)n/-ne(n) -(e)n/ -ne(n) 

3人称 t/(φ) -e 一φ (e)n/-ne(n) 

23-



北大文学部紀要

(3) 不定形

不定形には3種類の不定詞 (denammefoarm， de ynfinityf)と 2種類の

分調 Otmulwurd， it partisipium)がある。第2不定調あるいは動名調 (de

doelfoarm， it gerundium)は名詞的に，分詞は形容詞的・副詞的に用いこと

がある。分調や不定詞を用いた英語やアイスランド語のような進行形はない。

(a) 不定詞

不定詞の語形は動詞の種類によって異なる。第1不定調の末尾音には3種

類あり，これによって西フリジア語の動詞は大きく 3つのクラスに分かれる

(Hoekstra 1997)。

I-e動詞J 第1不定調が e[a]で終わる。例.sile [sila] 1帆走する」

1 -je動調J 第1不定詞が一je[ja]で終わる。例.tankje [t向kja] 1感謝

する」

I-n動詞J 第1不定詞が-n[n]で終わる。例 jaan[ja:n] 1与える」

3種類の不定調はたがいに用法が異なる。辞書の見出し語としては第1不

定詞で示す(誤解が生じないかぎり，第1不定詞のことをたんに「不定調」

と呼ぶことがある)。

① 第1不定調 (1不定詞J)

不定調語幹+{-e/一je/-n}: sile/tankje/jaan 

話法・使役の助動詞などとともに用いる。

② 第2不定詞(動名調)

不定詞語幹+{-en/一jen/-n}: silen/tankjen/jaan 

te (ド.zu，オ.te，エ.to)などとともに用いる。また，動詞の名調化

や知覚動調構文などでも用いる。

③ 第3不定詞(命令形不定調)

不定詞語幹+{一φ/一je/不規則}: syl/tankje/jou [j::m] 

命令形と同じ語形を示す。用法は後述のように多岐にわたる。

『北フリジア語にも 3種類の不定調がある。
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西フリジア語の文法構造動詞 (1)

(b) 現在分詞(it{fuortsettend/trochsettend} mulwurd) 

現在分詞は形容詞的・副詞的に用いる。英語の進行形のように助動詞とと

もに特別な構文を形成することはない。

現在分調は第1不定詞に nd[nt]をつけてつくる。副詞的に用いる場合に

は-nde[nde)]をつけることが多い。現在分詞の形成はつねに規則的なので，

以下の変化表では省略する。

'-e動詞J: silend/ silende (←sile '帆走するJ)

(参考:wezend/ wezende (←weze'…である，ーがある・いるJ)

'-je動詞J: tankjend/tankjende (←tankje '感謝するJ)

'-n動詞J: jaand/jaande (←jaan '与えるJ)

( c) 過去分調(itofsluttend mulwurd) 

過去分調は形容調的・副調的に用いることがあるほか，一部の助動調とと

もに以下のような構文を形成する。

過去分詞の語形は後述のように動詞の種類によって異なる。

① 完了形 (defolsleine tiid) 

完了形は出来事それ自体にかんするものであり，出来事が他の出来事より

も時間的に先行することを示す。完了形は本来，不定形の範曙であり，定形

の範障である過去時制と違って，発話時点との時間的前後関係は表示しない。

過去時制と競合するのは，完了形が現在時制と結びついた場合である。

完了形の語形は‘過去分詞+完了の助動詞hawwe/weze'であり，ドイツ語

やオラン夕、語のような助動調の区別がある。

② 受動態(itpassyf) 

受動態は出来事それ自体と出来事の関与者との関係を示すものであり，人

称受動」と「非人称受動J，ならびに「動作受動」と「状態受動」の区別があ

る。人称受動は他動詞からっくり，非人称受動は自動詞からつくる。動作受

動と状態受動では受動の助動詞が異なる。状態受動はオランダ語と同様に，

動作受動の完了形と語形的に一致する。

「動作受動J ‘過去分詞+受動の助動詞wurde'

「状態受動J ‘過去分詞+受動の助動調weze'(=動作受動の完了形)

25 



北大文学部紀要

~ 69 語形変化による動調の分類:概観

(1) 3つのクラスと下位分類

(a) 3つのクラス

~ 68 (3)(a)で述べたように，西フリジア語の動詞は第1不定詞の語末音の種

類によって形態的に大きく 3つのクラスに分かれる。代表的な例を付記して

示す。

① '-e動詞J 第 1不定調ゴ不定詞語幹+-e'

sile [si18J '帆走するJ (←不定調語幹sy1一)

② '-je動詞J 第1不定詞=午定調語幹十一je'

tankje [taUkj8J '感謝するJ (←不定詞語幹tank-)

③ '-n動調J 第 1不定詞=‘不定詞語幹(不規則)+-n' 

jaan [ja:nJ '与えるJ (←不定調語幹(不規則)jaa-) 

'-n動調」は 7個に限られるが， '-e動調」と '-je動調」に属する動調は

数多い。「ーje動詞」は最近ではオラン夕、語の干渉を受げた話者にはあまり用

いられない傾向があるが，派生語や外来語を取り入れる場合に用いる接尾辞

earje [..jErj8J (オ.-eren，ド -ieren;例.studearje [stydjErj8J '大学で

学ぶソ)などを含み，生産的な役割をはたす。 '-e動調」と，-je動詞」の両方

の語形をもつものもある。

damje [damj8J -damme [dam8J ，(ダムで)せき止める」

driigje [dri:γj8J -drige [dri:γ8J '脅す」

kapje [kapj8J -kappe [kap8J'たたき切る」

haatsje [ha:t¥8J 一hate [ha:t8J ，'['曽む」

partsje [pat¥8J -parte [pat8J'分配する」

(b) 下位分類

それぞれのクラスの動詞は「弱変化動詞J (it swakke tiidwurd)， '強変化

動調J (it sterke tiidwurd)， '過去現在動詞J (it tiidwurd mei opskode 

doetiid， preterito presentia)に分かれる。

弱変化動調はさらに「規則動詞J (it rege1mjittige tiidwurd) と「不規則

動調J (it unrege1mjittige tiidwurd)に分かれる。強変化動詞と過去現在動
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西フリジア語の文法構造ー動詞(1)ー

調はすべて不規則動詞である。規則動詞と不規則動調の区分は，不定詞語幹

から現在形・過去形・過去分詞を導く場合に，音韻や正書法の規則から予測

できない変化を起こすか否かによる。

① 弱変化動詞:母音交替(ド.Ablaut)による母音の変化を起こさない

→規則動詞/不規則動調

② 強変化動調:母音交替(ド.Ablaut)による母音の変化を起こす

→不規則動調

③ 過去現在動詞:本来の過去形を現在形に転用している

→不規則動調

( c) まとめ

以上の点を代表的な例を交えてまとめると次のようになる。

① '-e動調j 第 1不定調=‘不定調語幹+-e'

i )弱変化動詞:規則動調

sile [sild] ，帆走するj，smoke [smo:kd] ，喫煙するj ; love [lo:vd] ，ほ

める j，hearre [jErd] ，聞く j，(sette [SEtd] ，置く j)

ii)弱変化動詞:不規則動調

tinke CtilJkd] ，考えるj，riede [riddd]'助言するj，kleie [klaid， klEid] 
「嘆く」

iii)強変化動調:不規則動調

helpe [htlpd] ，助けるj ; jitte [jItd] ，注くやj，weze [VE:Zd] ，…である，

…カ宝ある」

iv)過去現在動詞:不規則動詞

kinne [kIlld] ，…できる」

② 「ーje動詞j 第1不定調ゴ不定詞語幹+一je'

i )弱変化動詞:規則動詞

tankje [t勾kjd]，感謝するj ; wenje [VEnjd] ，住むj，boartsje [bwat¥d] 

「遊ぶ、j，antwurdzje [5ntvOd3d] ，答える」

ii)弱変化動詞:不規則動詞

meitsje [mait¥d， mti..J '作る」
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iii)強変化動調:不規則動詞

waskje [v5skj8J I洗う」

北大文学部紀要

③ I-n動詞J 第 1不定詞=‘不定調語幹(不規則)+ーが

強変化動調:不規則動詞

jaan [ja:nJ I与える」

『従来の西フリジア語の文法書には Fokkema(19672: 55 ff.)， Boersma/ 

Van der W oude (19802 : 44 ff.)のように，強変化動詞，弱変化動詞，そ

れ以外の不規則動詞という 3分類を基本とし，それぞれの下位区分として

'-e動調j，'-je動詞j，'-n動詞」を区別しているものが多い。しかし，こ

の分類では「それ以外の不規則動詞」は不規則な弱変化動詞 (bliede'出血

する」など)， '-n動調J，過去現在動詞を含み，雑多な範鴎を形成しており，

分類として明らかに矛盾している。一方， Tiersma (1985 : 73)は弱変化動

調だけについて Class1を'-e動調j，Class IIを'-je動調」と分け，残り

を強変化動調としている。しかし，強変化動調にも nimme'取る」と hingje

「掛かっている，掛ける」のように '-e動詞」と「ーje動調」の区別があり，

分類として不十分でbある。この点は同書の 73ページに示唆されているが，

採用するには至っていなし'0Hoekstra/Tiersma (1994 : 516 f.)の記述も
十分に明断とは言えない。本書では動調の分類として，まず第1不定詞の

末尾音の種類によって '-e動詞j，'ーj巴動調j，'-n動詞」の3つのクラス

を設け，それぞれのクラスについて弱変化動詞(規則動詞と不規則動詞を

含む)，強変化動詞，過去現在動調の区分を行なう。

強変化動詞と弱変化動詞，および過去現在動詞の区別は他のゲルマン語と

の関連から行なわれる伝統的な分類であり，西フリジア語では今日でもあ

る程度有効で、はあるものの，両者の区別があいまいな場合もある。まず，

語幹母音の変化が母音交替によるものか不明確な場合が認められる(例.

riede [ri8d8] ，助言するj-rette [rEt8] -ret [n;t] ， skiede '分けるj-

skate-skaat:ともに歴史的に「短母音化j (99)による母音変化を起こ

した不規則な弱変化動詞)。また，ーje動調」の弱変化動調は過去形と過去

分調で歯茎音の接尾辞-te/-t， -de/ -dを用いない。したがって， meitsje 

[maiti8， mEi..] ，作る」一makke[mak8] -makke [mak8]は弱変化動調

であるにもかかわらず，不規則な母音の変化によって過去形と過去分詞を

形成する(上述の文法書では，上記の3つの不規則な弱変化動詞を「弱変

化動調」から区別して「不規則動詞」に含めるという矛盾した分類を行なっ

ている)。さらに， 9 70 (2)(c)で示すように， melde '伝えるj (過去分調

meld(en) [mdt， (mEld8n)])， sette [SEt8] ，置く j (過去分詞set(ten)

[sEt(8n)] )のように弱変化動詞でありながら，過去分詞に強変化動詞と同
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西フリジア語の文法構造動詞 (1)

様に巴nを付加するものもある。つまり，母音交替，歯茎音の接尾辞-te/
t， -de/-d，過去分詞のでnという基準がかいずれも決定的な役割を果た

すとは言えず，弱変化動詞と強変化動詞の区別はかならずしも明快ではな

い。したがって，とくに教育的な立場からは，両者の区別よりも規則動詞

(規則的な弱変化動詞)と不規則動詞(不規則な弱変化動詞，強変化動詞，

過去現在動詞)の区別のほうが明快で予ある。この扱いは英語の語形変化に

よる動詞の分類に近い。

(2) 語幹と人称語尾

動詞は形態的に「語幹」と「人称語尾」からなる。語幹はさらに「語根」

と「語幹形成要素」から成る。 '-e動詞」と '-n動詞」の語幹は語根と一致

するが， '-je動詞」の語幹は語根と je/-eの2種類の語幹形成要素から構成

される。本書では「ーje動調」の語幹形成要素一jeによる語幹を，-je語幹」と

呼び，語幹形成要素-eによる語幹を'-e語幹」と呼ぶ、ことにする。 '-e語幹」

は現在形2人称親称・ 3人称単数と過去形，過去分詞に用い， '-je語幹」は

それ以外に用いる。

官従来の文法書は '-je動詞」に '-je語幹」と '-e語幹」の区別を設けず，

語根を語幹とし，語幹形成要素を人称語尾としているものが多い。

ik {tankje/tanke} ，私は感謝{する/した}J
i )従来の文法書の扱い

tank (語幹 -je 人称語尾)

tank (語幹)-e (人称語尾)
ii)本書の扱い

[tank (語根)-je (語幹形成要素)J(='-je語幹J)一φ(人称語尾)
[tank (語根)-e (語幹形成要素)] (= '-e語幹J) φ(人称語尾)

従来の文法書の扱いでは 1種類の語幹を設定するだけですむかわりに，時

制の区別に応じて 2種類の人称語尾を設定しなければならず， '-e動調」を

含めれば，人称語尾の数はさらに増えることになる。時制と人称の関係も

不明確で、ある。本書の扱いによれば， '-je動詞」の語幹を2種類設定する

ことによって '-e動詞」を含めても 1種類の人称語尾を設定するだけです

むことになり，時制の形成と人称語尾の区別も明確になる。 Tiersma
(1985 : 71)にも同様の示唆があるが，採用するには至っていない。

語幹には定形・不定形で複数の種類があり，動調の3つのクラスによって

も異なる。各々の語幹の形成は '-e動詞」では不定調語幹が基本となるが，
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「…je動詞」では r-e語幹J/r-je語幹」が基本になる。

定形の人称語尾は現在形と過去形で異なるが，動詞の3つのクラスにはほ

ぼ共通している。

以下では r-e動詞」と「一je動調」について規則的な弱変化動詞の語形変化

の一覧を示す(発音記号は省略)。一(e)は発音上，あいまい母音e[;:J]の連続

を嫌って -eが現われない場合である。

r-e動調J (弱変化動詞)

sile [sil;:J] r帆走する」

く不定形〉

不定詞

不定調語幹 語根と同じ

(語根syl-+φ)

syl-(←[sylφ]) 

第1不定調: 不定詞語幹十一e

(r不定調J) sile (←syl-e) 

第2不定詞: 不定詞語幹+-en

(動名調 silen(←syl-en) 

第3不定調: 不定詞語幹と同じ

(命令形不定詞 syl

現在分詞 第2不定詞+{-d/-de} 

silend/ silende 

過去分調

く定形〉

(←silen-d/ silen-de) 

不定詞語幹十

t (無声音の直後)

-d (有声音の直後)

syld (←syl-d) 

30 

r -je動詞J (弱変化動調)

tankje [taukj;:J] r感謝する」

r -je語幹」

(語根tank-+一je)

tankje-(←[tank-je] ) 

r -je語幹J+-(e)

tankje (←[tank-je]一(e))

r -je語幹」十一(e)n

tankjen (←[tank-je] -(e)n) 

r -je語幹」と同じ

tankje (←[tank-je] ) 

第2不定詞+{-d/-de} 

tankj end/ tankj ende 

(←tankjen-d/tankjen-de) 

r-e語幹J+φ

tanke (←[tank-e]φ) 
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メロ合ロ、ノ寸合3、Aノ/ 不定詞語幹と同じ

syl 

現在形

現在形語幹: 不定詞語幹と同じ

syl-

単数

1人称 現在形語幹+-φ

ik syl (←syl-φ) 

2人称親称 現在形語幹十一st

(do) sylst (←syl-st) 

敬称 現在形語幹+-e

jo sile (←syl-e) 

3人称 現在形語幹十一t

hy sylt (←sy1-t) 

複数

1人称 現在形語幹+-e

wy sile (←syl-e) 

2人称 現在形語幹+-e

jimme sile (←syl-e) 

3人称 現在形語幹+-e

hja sile (←syl-e) 

過去形

過去形語幹: 不定詞語幹+

te (無声音の直後)

de (有声音の直後)

[syl-de]一

単数

1人称 過去形語幹+-φ

ik sylde (←[syl-de]一φ)

-31 

「ーje語幹」と同じ

tankje (←[tank-je]) 

「ーje語幹J/'-e語幹」と同じ

[tank-je] -/ [tank-e] 

「一je語幹J+一φ

tankje (←[tank-je]-φ) 

'-e語幹J+-st

tankest (←[tank-e] -st) 

， -je語幹J+-(e) 
tankje (←[tank-je]一(e))

'-e語幹」十 t

tanket (←[tank-e] -t) 

「一je語幹」十一(e)

tankje (←[tank-je] -(e)) 

「ーje語幹J+一(e)

tankje (←[tank-je] -(e)) 

「ーje語幹J+一(e)

tankje (←[tank-je] -(e)) 

'-e語幹」と同じ

[tank-e]-φ 

'-e語幹」十一φ
tanke (←[tank-e]φ) 
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2人称親称 過去形語幹+-st '-e語幹」十一st

(do) syldest (←[syl-de] -st) tankest (←[tank-e]-st) 

敬称 過去形語幹十一(e)n '-e語幹」十一(e)n

jo sylden (←[syl-de]一(e)n) tanken (←[tank-e] -(e)n) 

3人称 過去形語幹+-φ '-e語幹」十一φ

hy sylde (←[syl-de]一φ) tanke (←[tank-e]-φ) 

複数

1人称 過去形語幹十 (e)n ， -je語幹」十一(e)n
wy sylden (←sylde-(e)n) tanken (←[tank-e]一(e)n)

2人称 過去形語幹十一(e)n ， -je語幹」十一(e)n
jimme sylden (←sylde一(e)n) tanken (←[tank-e] -(e)n) 

3人称 過去形語幹+一(e)n 「ーje語幹J+一(e)n

同a sylden (←sylde一(e)n) tanken (←[tank-e] -(e)n) 

『本書で示す動詞の語形変化は原則としてEisma(1989)に基づく。同書は

西フリジア語の代表的な教育機関である AFUK(= Algemiene Fryske 

Underrjocht Kommisje)が1985年に定めた言語規範を動調の語形変化に

おいて初めて具体的に示した刊行物である。問機関主催の西フリジア語の

講習では動詞の語形変化の教育は同書に基づいて行なわれており，問機関

の刊行する数多くの書籍でも同書の語形が広く採用されている。この意味

で同書の記述はこの分野での標準的なものと言える。しかし，言語規範の

弱い西フリジア語では方言差や文体差に基づく異形が数多く認められ，他

の文法書や辞書との相違点が少なくない。なかでも Breuker(1989，1990) 

は50の強変化動詞について， Eisma (1989)の記述を 1863年から 1985年

までに刊行された 8つの文法書と 2つの辞書と詳細に比較し，厳しく批判

している。 Breuker(1989， 1990)の批判は実証的な立場から Eisma(1989) 

の問題点を指摘した功績はあるが，考慮した文法書と辞書の相互にも相違

点が目立つのであり， Eisma (1989)にかわる規範を十分明確に提唱するに

は至っていない。扱った動詞も 50の強変化動詞に限られており， Eisma 

(1989)に記載された 200の動調の 4分の lにすぎない。このような理由か

ら本書ではEisma(1989)を基本としながらも， Breuker (1989， 1990) 

の批判を念頭に置きつつ，最近の刊行物のなかから Eisma(1989)自身が

記述のよりどころとした Zantema(1984)の辞書，それに Fokkema

(19672)， Stienstra (19752)， Boersma/Van der W oude (19802)， Tiersma 

-32-



西フリジア語の文法構造ー動詞(1)

(1985)の4つの著作との比較を注でト交えて解説していくことにする。この

なかでBoersma/Vander W oude (19802)の記述は網羅的なものではない

ので，必要に応じて示すにとどめる。

9 70 rーe動調」

(1) 弱変化動詞:規則動調 I

規則的な音の変化さえも伴わないものがこれに属する。過去形語幹と過去

分詞には不定詞語幹の末尾音に応じて以下の接尾辞を付加する (s19 (3)(c))。
過去形語幹 過去分詞

不定調語幹末尾音無声音:不定詞語幹+-te[td] 不定調語幹十一t[t]

有声音:不定調語幹+-de[dd] 不定詞語幹+-d[t]

(a) 不定調語幹末尾音が無声音:語幹十{-te[td]/-t [t]} 

smoke[sm6:kd] I喫煙するj(現在形語幹smook-，過去形語幹smookte一)

単数1人称 ik 

2人称親称 (do) 

敬称 jo

3人称 hy 

hja 

it 

現在

smook [smo:k] 

smookst [smo:kst] 

smoke [smo:k;}] 

smookt [smo・kt]

smookt [smo:kt] 

smookt [smo:kt] 

複数1人称

2人称

wy smoke [sm6:b] 

jimme smoke [sm6:k;}] 

過去

ik smookte [smo:kt;}] 

(do) smooktest [smo:kt;}st] 

jo smookten [smo:kt;}n] 

hy smookte [smo:kt;}] 

hja smookte [smo:kt;}] 

it smookte [smo:kt;}] 

wy smookten [smo:kt;}n] 

jimme smookten [smo:kt;}n] 

3人称 hja smoke [smo:k;}] hja smookten [smo:kt;}n] 

過去分詞 smookt [smo:kt] 

現在分詞 smokend(e) [smo:k;}nt， (..d;})] 

(以下 I現在形語幹j，I過去形語幹j，I現在j，I過去」の表示と現在分

詞は省略。 3人称単数はhy，複数形は 3人称の hjaで代表させる。 2人

称敬称単数 (0) は複数 (wy/jimme/hja) とつねに同形なので省略)
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(b) 不定調語幹末尾音が有声音:語幹+{-de[da]/-d [t]} 

① telle [tt1a] r数えるJ (tel-， telde-) 

ik tel [td] ik telde [Wda] 

(do) telst [tdst] (do) teldest [Wdast] 

hy telt [tdt] hy telde [Wda] 

hja telle [tt1a] hja telden [Wdan] 

過去分詞 teld [tdt] 

② mije [mE:ia] r避けるJ (mij-， mijde-) 

ik 立1リ [mc:i] ik mijde [mEIda] 

(do) mijst [mc:ist] (do) mijdest [mEIdast] 

hy mijt [mc:it] hy mijde [mEida] 

hja mije [mEIa] 同a mijden [mEidan] 

過去分詞 mijd [mc:it] 

(2) 弱変化動詞:規則動詞II

規則的な弱変化動詞のなかで規則的な音の変化を伴うものがこれに属す

る。

(a) ，-語末音の無声化J (3 14) 

語幹末尾が閉鎖音の場合には d[d]/[t]， b [b]/[p]のように有声・無声を

正書法で区別しないが，摩擦音の場合にはf[f]/v[v]， s [s]/z[z]， ch [x]/ 

g[γ]のように正書法で区別する。ただし，無声化した摩擦音[f]， [s] ， [x] 

は有声閉鎖音の直前で「同イ七J (3 19 (2)(a))によってさらに有声化するが，正

書法で、は-gde[γda]を除いて無声f，s， chの表記をする。

-ve [va]→ fde [v白];-fd [ft] ，-ft [ft] / -fst [fst] 

ze [za]→ -sde [zdaJ; -sd [st] ，-st [st] 

くi=>-ge [ya]→ gde [γda]; -gd [xt] ，-cht [xt] / -chst [xst， kst] 

① love [Io:va] ，-ほめるJ Ooof-， loofde一)

ik loof [lo:f] ik loofde [lo:vda] 

(do) loofst [lo:fst] (do) loofdest [Io:vdast] 

34-



西フリジア語の文法構造ー動詞(1)

hy 100ft [Io:ftJ hy 100fde [lo:vddJ 

hja 10ve [lo:vdJ hja 100fden [Io:vddnJ 

過去分調 100fd [lo:ftJ 

② wize [Vi:ZdJ '示すJ ( wiis-， wiisde-) 

2人称親称単数では「二重子音の縮約J (9 16 ss→s)に注意。

ik wiis [vi:sJ ik wiisde [ Vi:ZddJ 

(do) wiist [vi:stJ (do) wiisdest [Vi:ZddstJ 

(←wiis-st) 

hy wiist [vi:stJ hy wiisden [ Vi:ZddJ 

hja wize [Vi:ZdJ 同a wiisden [ vi:zddnJ 

過去分詞 wiisd [vi:stJ 

③ doge [dO:YdJ '役に立つ(おもに否定で)J (語幹dooch-，doogde一)

ik dooch [do:xJ 

(do) doochst [do:xst， ..kstJ 

hy doocht [do:xtJ 

hja doge [do:γdJ 

過去分詞 doogd [do:xtJ 

(b) 'rの脱落J (9 15) 

ik doogde [do:γddJ 

(do) doogdest [do:γddstJ 

同a doogden [do:γddnJ 

rは歯茎音 [sJ，[zJ， [lJ， [dJ， [tJ， [nJの直前で脱落する。

hearre [jErdJ '聞く J (hear-， hearde-) 

ik hear [jerJ ik hearde [jEddJ 

(do) hearst [jestJ (do) heardest [jEddstJ 

hy heart [jetJ hy hearde [jEddJ 

同a hearre [j Erd J 同a hearden [jEddnJ 

過去分詞 heard [jεtJ 

(c) 'tの脱落J (9 17) と「二重子音の縮約J (9 16)および、過去分詞の-en

語幹がd，tで終わる動詞では， sが直後に続く場合にその d，tが発音上，

脱落する。語幹がdで終わる場合には①の「語末音の無声化J (9 14)も起こ

る。「二重子音の縮約J (916 dd→d， tt→t)は発音，正書法ともに起こるこ
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とに注意。過去分詞に -en[;m]がつくものがある。

① 過去分調に enがつかないもの

過去分調に enがつかない動詞はまったく規則的である。

taaste [ta:Std] ，-手で触れるJ (taast-， taaste一)

ik taast [ta:st] 

(do) taastst [ta:st] 

hy taast [ta:st] 

(←taast-t) 

hja taaste [ta:St8] 

ik taaste [ta:Std] 

(do) taastest [ta:StdSt] 

hy taaste [ta:Std] 

hj a taasten [ta:stdn] 

(←taast-te) 

(←taast-test) 

(←taast-te) 

(←taast-ten) 

過去分詞 taast [ta:st] (←taast-t) 

類例:stelle [stEld] ，-立てる，調整するJ (steld [stElt]) 

lije [IEId] ，-苦しむ，被るJ Oit日It]， lijd [lEit]， (3)(b)⑤) 

② 過去分詞に enがつくことがあるもの

例外的に過去分詞に -en[dn]がつくものがかなりある。

melde [mEldd] ，-伝える J (meld-， melde一)

ik meld [mElt] ik melde [mEldd] ←meld-de) 

(do) meldst [mElst] (do) meldest [mElddst] (←meld-dest) 

hy meldt [mElt] hy melde [mEldd] ←meld-de) 

hja melde [mEldd] hja melden [mElddn] ←meld-den) 

過去分詞 meld [mElt]/melden [mElddn] (←meld-d) 

類例:prate [pra:td] ，-話すJ (praat [pra:t] /praten [pra:tdn]) 

sette [SEtd] ，-置く J (set [SEt] / setten [sEtdn]) 

spjalte [spj51td] ，-(薪などを)割る，割れるJ (spjalt [spjコlt]/ spjalten 

[spj51tdn] ) 

spalte [sp5:1td] ，-向上J (spalt [sp::dt] / spalten [sp5:1tdn]) 

fiede [fiddd] ，-養う，食物を与えるJ (fied [fidt] / fieden [fidddn]) 

吃.. -enは元来，強変化動調の過去分調につき，弱変化動調にはつかなかった。

-enが語幹がd，tで終わる弱変化動詞にもつくようになったのは，この種
の動詞が歴史的にgeーの消失と「二重子音の縮約J (s 16 dd→d， tt→t) 
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によって過去分調としての形態的な指標を完全に欠くに至った結果，それ

を別の手段で明示しようとしたためと考えられる。したがって， -enは過去

分調としての形態的な役割を広く果たしていると言える。オランダ語とド

イツ語の語形を参照。

フ.meld/melden (←melde i伝えるJ)

件オ.gemeld (←melden i向上J)，ド.gemeldet (←melden i同左J)

フ.set/ setten←sette i置く」

件オ.gezet (←zetten i向上J)，ド.gesetzt (←setzen i同左J)

逆に，語幹がnで終わる強変化動調は母音交替(ド.Ablaut)はあるもの

の，過去分詞の末尾音 enを欠く。この種の動詞ではとくに南部の方言で過

去分調に本来，弱変化動調につく -dをつけて過去分詞の形態を明示するこ

とがある (Tiersma1985:73)。

フ.bun，南部.bund (←bine i巻く J)

持オ.gebonden (←binden i向上J)，ド.gebunden (←binden i同左J)

フ sjoen，南部.sjoend (←sjen i見るJ)

持オ gezien ←zieni向上J)，ド.gesehen (←sehen i同左J)

フ.dien，南部.diend (←dwaan iするJ)

<=争オ.gedaan (←doen i同上J)，ド.getan (←tun r同左J)

(3) 弱変化動詞:不規則動詞

母音交替(ド.Ablaut)以外の不規則な母音の変化と子音の変化を示すも

のがこれに属し， (a)と(b)の二つに分かれる。 (a)は過去形と過去分詞の語形だ

けが不規則であり，ごく少数の動詞に限られるのにたいして， (b)は現在形も

不規則であり，ある程度の数の動詞を含み，さらに下位区分される。

(a) 不規則動調 I

{inke/inge}-ocht-ocht (第1不定調/現在形一過去形一過去分詞)

過去形と過去分詞が不規則な動詞がこれに属する。過去形に-tの語形があ

ることに注意。次の2つの動調のみ。

bringe [brIlJd] i持ってくる・いく J (bring-， brocht一)

ik bring [brIlJ] ik brocht [bDxt] 

(do) bringst [brIlJst] (do) brochtst [bDxst， ..kst] 

hy bringt [brIlJt] hy brocht [bDxt] 
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hja brinke [brIua] hja brochten [br5xtan] 

過去分調 brocht [br::>xt] 

類例:tinke [tIuka] ，思う，考えるj (過去形tocht(e)-[t5xt(a)]) 

'-je動調」に属する sykje[sikja] ，探す，求めるj，keapje [kIapja] ，買

う」も類似した変化を示す (s71 (4)(b))。
『歴史的にはnの消失(およびそれに伴う母音の「代償延長j(de fergoedings-

rekking)一後に短母音化した)の結果として生じた閉鎖音の連続ktを

嫌って， kが摩擦音化した (kt>cht)。

(b) 不規則動詞II

現在形2人称親称・ 3人称単数，過去形，過去分詞で不規則な動詞がこれ

に属し，次の 2つのグループに分かれる。

まず，①から⑥までのグループは原則として語幹がd，tで終わり，母音の

変化とともに語幹末尾音も tになる。交替する語幹母音の種類から見れば，

e [eJ : ① bliede '出血するj，② moete'会う」

a(a) [a:] :③ skiede '分ける，離婚させるj，④ stjitte'突く」

[I] : ⑤ lije '苦しむ，被る」

となり，以下の注で述べるように，歴史的に「短母音化j (s 9 )を被ったも
のである。⑥rede'救う，世話をする」では現在形2人称親称・ 3人称単数

での語幹母音の交替が認めにくく，歴史的な由来も異なる。

一方，⑦から⑨までのグループは語幹がi[i]を含む二重母音と g[γ]の

交替を示し， '-je動調j (s 71)の弱変化動調と同様に，過去形および過去分

調で接尾辞 de/-te， -d/-tを欠き， 2人称親称単数で現在形と過去形が同形

になる (-eの付加についてはS71 (1)参照)。

ともに規則的な変化形が併存することが多く，現在形でその傾向が強い。

『①riere[ri8r8] iかき回すj，sliepe [S!i8p8] i眠る」は語幹がd，t以外で

終わる。⑤lije[IEi8] i苦しむ，被る」は古くは語幹がdで終わっていた(古

フ.litha)。
F 歴史的には①から⑤までの動詞の母音変化は，現在形2人称親称・ 3人称

単数，過去形，過去分詞を形成する接尾辞ないし人称語尾の付加に伴う「短

母音化j (3 9 )によって生じた。そのさい，調音位置が 1段下がった
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(Hoekstra 1989: 130， Spenter 1968: 16)。
i )古フ.e [e:] (西フ.ie [ia]) >e [E] 

① bliede [bliada] ，出血するJ (blied一[ia]/blet一[E];古フ.bleda) 

② moete [muata] ，会う J (moet一[ua]/met-[E];古フ.meta) 

ii)古フ. [a:J (西フ.ie [ia]) > [a] > [a:] (後続する二重子音の単子音
化に伴う「代償延長J (de fergoedingsrekking)) 

③ skiede'分ける，離婚させるJ(skied-[ia]九kaat-[a:];古フ.skeda) 

④ stjitte '突く J (stjit一[jI]/staat-[a:];古フ.steta) 

古フ. [[a:J (西フ.ie[ia]) > [a] > [a:] (後続する二重子音の単子
音化に伴う「代償延長J (de fergoedingsrekking) ) 

iii)古フ. [i:J (西フ ij[o]) > i [IJ 
⑤ lije [IEia] ，苦しむ，被るJ (]ij -[Ei] /lit-[IJ;古フ.litha) 

一方，⑥のrede[rE:da] ，救う，世話をするJ (r色d-k]/ret[E])は古フ

リジア語のhreddaが示すように，①から⑤とは逆に，歴史的に有声子音d

の前でeが長母音化を起こした (s9 (2)(d))。
また，⑦feie[faia， feiョ]，掃く J (fei-[ai， o]/fage-[a:四])，⑧koaie 

[ko:ia] ，噛むJ (koai-[o:i] /koge-[コ:ya])，⑨krije[krEia] ，もらう」

(krij一[o]/kriige-[i(:)卯]/kriich-[i:x] /krych-[ix])は歴史的にgの

口蓋化による交替を示す。

F 現在形で2人称親称単数・ 3人称単数が語幹の交替を起こすのは，現象自

体で見れば，現代ドイツ語のウムラウト(ド.Umlaut)ゃいわゆる「割れ」

(ド.Brechung)による交替に似ている(ただし，古くは以下のhelfen'助

けるJ (語幹母音e)では現在形単数のすべての人称に交替が及んでいた)。

helfen [hElfan] ，助けるJ (du hilfst [hIlfst]， er hilft [hIlft]) 

schlagen [¥la:gan] ，打つJ (du schlagst [¥IE:kst]， er schlagt [¥IE:kt]) 

stosen [財団n]，突く J (du stδst [¥to:st]， er stost [仕掛:st]) 

laufen [laUfan] ，歩く，走るJ (du laufst [bYfst]， er lauft [bYft]) 

以下①から⑨までの西フリジア語の弱変化動調は過去形や過去分詞でも同

様の語幹の交替を起こす。一方，語幹母音が[i:]を示す強変化動調で歴史

的におもに第I系列に属するものは(例.ride [rida] ，乗り物で行く・運

ぶJ (古フ.rida)， smite [smita] ，投げつけるJ(古フ.smita)，今日では

短母音化が現在形のすべてに及んでいるが，かつては 2人称(親称)と 3

人称単数に限られていた。 Hoekstra(1989)によれば，この形態的に不均

ーな状態は 17世紀のギスベト・ヤーピクス (GysbertJ apicx 1603-1666) 
の作品にもまだ見られる。

① ie [ia] -e [e] -e [e] -e [e] 

bliede [blia白]，出血するJ Cblied-/blet-， blette一)
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ik blied [bli8t] ik bleUe [blEt8] 

(do) bletst [blεst] (do) bleUest [blEt8st] 

bliedst [bli8st] 

hy blet [blEt] hy bleUe [blEt8] 

bliedt [bli8t] 

hja bliede [bli8d8] hja bleUen [blEt8n] 

過去分詞 blet [blEt] 

類例:briede [bri8d8] ，-(食べ物を)焼く;卵を抱く J (過去形(do)

bret(te)st [brE(t8)st]) 

liede [li8d8] ，-(教会の鐘などが)鳴るJ (過去形(do)leUest [lEt8st]の

み)

riede [ri8d8] ，-助言するJ (現在形(do)retst [rEst]， hy ret [rct]のみ;

過去形(do)rettest [rEt8st]のみ)

riere [ri8r8] ，-かき回すJ (規則変化も併存，不定調語幹がrで終わる)

"'" Tiersma (1985: 80 ff.)はriede，-助言する」の現在形にも規則的なi巴の

語形を併記している。 Fokkema(19672 : 63 f.)は上記の動詞すべてについ

て過去形と過去分調にも規則的なieの語形を併記している。過去分詞には

blieden， briedenのように -en((2)(c))を伴った語形を挙げているが， Stien-

stra (19752 : 5， 10)はblied，briedと記している。 Zantema(1984 : 114， 

138)はbliede，-出血する」と briede，-(食べ物を)焼く;卵を抱く」の過

去形に (do)bletste， bretste のようにでのついた語形だけを挙げている(~

71 (1)) 0 Hoekema (1992: 31)は(do)bletst， hy blet; (do) bletstのみ。他

の語も同様。

次の動詞は「割れJ (9 10)による変化を起こすこともある(語幹がpで終わ

ることに注意)。

sliepe [sli8p8] ，-眠るJ (sliep-[i8] / [j口/slep一， slepte-/ sliepte-[jIJ) 
ik sliep [sli8p] ik slepte [slEpt8] 

sliepte [sljIpt8] 

(do) slepst [slEpst] 

sliepst [sljIpst] 
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西フリジア語の文法構造動詞(1)

hy slept [slEpt] hy slepte [slEpt8] 

sliept [sljlpt] sliepte [sljIpt8] 

hja sliepe [Sli8p8] hja slepten [slEpt8n] 

sliepten [sljIpt8n] 

過去分詞 slept [slEpt]， sliept [sljlpt]， sliepen [Sli8p8n] 

② oe [U8] -e [E] -e [E] -e [E] 

①に準じるもので，類例はない。

moete [mu8t8] 1会う J (moetsje [mu8t¥8]) 

ik 立lOet [mUdt] ik moete [mu8t8] 

mette [mEt8] 

(do) moetst [mU8st] (do) moetest [mu8t8st] 

metst [mEst] mettest [mEtぉt]

hy moet [mu8t] hy moete [mu8t8] 

met [mEt] mette [mEt8] 

hja moete [mu8t8] 同a moeten [mu8t8n] 

metten [mEt8n] 

過去分調 moet [mu8t]， met [mEt] 

.，.， Stienstra (19752 : 10)も第1不定調にmoeteとmoetsjeの2つの語形を記

している。 Fokkema(19672 : 64)とZantema(1984)はmoete，moetsje， 

metteの3つの語形を挙げている。 Tiersma(1985 : 82)はmoetsjeだけを

示している o Fokkema (19672 : 64)とStienstra(19752 : 10)は過去分詞

にmoet(e)[mu8t(8)]を{井言己している。 Hoekema(1992 : 38)は(do)metst， 

hy met; (do) metst， hy metteのみ。
F 歴史的には①と同様である。

古フ.e [e:J (西フ.ie [i8]) >e [E] 
① bliede [b118d8] 1出血するJ (blied一[i8]/b1et一[E];古フ.b1色da)

② moete [m白t8]1会う J (mo巴t一[U8]/met-[E];古フ.meta) 

③ ie [i8] -aa [a:J -a [a:J -aa [a:J 

skiede [ski8d8] 1分ける，離婚させるJ(skied一/skaat一，skate-/ skiede-) 

ik skied [ski8t] ik skate [ska:t8] 

skiede [ski8d8] 
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(do) skiedst [skiastJ (do) skiedest [skiadastJ 

skaatst [ska:stJ skatest [ska:tastJ 

hy skiedt [skiatJ hy skiede [skiadaJ 

skaat [ska:tJ skate [ska:taJ 

同a skiede [skiadaJ hja skaten [ska:tanJ 

skieden [skiadanJ 

過去分調 skaat [ska:tJ， skieden [skiadanJ (-en (2)(c)) 

類例:deie [daia， dEiaJ ，-殺すJ (過去形(do)daatst [da:stJ ， deidest 

[daidast， dEi..]) 

次の 2語は過去形でa(a)の語形だ、けを用いる。

liede [liadaJ ，-導く J，spriede [spriadaJ ，-広げる」

官 Tiersma(1985 : 85 ff.)は上記の語すべての現在形に a(a)の語形を示さず，

liede r導く」と sprieder広げる」には過去形と過去分調でも規則的な ieの

語形を示している(過去分調は lieden，spriedenのようにでn((2)(c))を伴

う)0 Fokkema (19672 : 63)はdeier殺す」を除くすべての語に ieとa(a)

の両方の語形を記した上で， a(a)の語形は現在形ではあまり用いず，過去形

でよく用いると述べている。 Boersma/Vander W oude (19802 : 50)は

skiede r分げる，離婚させる」と sprieder広げる」では規則的なたの語形

がよく現われると述べている。 Zantema(1984)はskieder分ける，離婚

させる」の現在形を示しておらず，過去形と過去分調に ieとa(a)の両方の

語形を記し，他の3語では現在形，過去形，過去分調に ieとa(a)の両方の

語形を記している。なお， Tiersma (1985: 85)には deier殺す」の記載

がなく， Fokkema (19672 : 63)もこの語に a(a)による語形を認めていなし'0

Stienstra (19752)はskieder分ける，離婚させる」の現在形にはieとa(a)

の両方，過去形と過去分調には a(a)の語形だけを示しながら， deie r殺す」

ではすべての変化でieとa(a)の両方の語形を示し，さらに， liede r導く」

では現在形と過去形に ieとa(a)の両方，過去分調に a(a)の語形だけを示し

ている。 sprieder広げる」の記載はない。 Hoekema(1992: 41)は(do)

skaatst， hy skaat; (do) skaatst， hy skateのみ。他の語も同様。

deie r殺す」には deadzje[dI8d3a] r同左」という異形があり，元来，形
容調dea[dla] r死んだ」から派生した使役動調である。古フリジア語の語

形はd色dar殺す」であり， skiede r分ける，離婚させるJ (古.sk色da)と

同じ語幹母音だった。
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西フリジア語の文法構造ー動詞(1)

④ ji [j口 aa[a:] -a [a:] -aa [a:] 

③に準じるもので，語幹が「割れJ (~10) を起こしている(ie[id] > ji [jI])。

規則的なji[jI]の語形が一般的である。類例はない。

stjitte [Stjitd] ，-突く J (stjit-/staat-， state-/stjitte-) 

~ ~tt ~W ~ ~~ ~~ 

state [Sta:td] 

(do) stjittst [stjIst] (do) stjittest [StjItdSt] 

staatst [sta:st] statest [Sta:tdSt] 

hy stjit [stjIt] hy stjitte [Stjitd] 

staat [sta:t] state [Sta:td] 

hja stjitte [StjItd] hja stjitten [stjItdn] 

staten [sta:tdn] 

過去分詞 stjitten [stjItdn] (-en (2)( c))， staat [sta:t] 

."， Stienstra (19752: 12)は上記と同様だが， Boersma/Van der W oude 

(19802 : 50)はstjitte，-突く」ではほとんどつねに規則的なjiの語形を用い

ると述べている。一方， Tiersma (1985 : 88)とZantema(1984 : 985)は

過去形と過去分調に a(a)とjiの語形を併記しているが，前者は現在形に

a(a)の語形を記しておらず，後者にも現在形の記載がない。 Fokkema

(19672 : 63)はa(a)の語形は現在形ではあまり用いず，過去形でよく用いる

と述べている。 Hoekema(1992 : 44)は(do)staatst， hy staat; (do) staatst， 

hy stateのみ。

⑤ ij [Ei] -i [1] -i [1] -i [1] 

次の動詞のみ。

lije口tid]，-苦しむ，被るJ (1可 /lit-，litteイlijde-) 

ik lij [lEi] ik litte [lItd] 

lijde [ltidd] 

(do) litst [Ust] (do) littest [lItdst] 

lijst [lEist] lijdest [ltiddst] 

hy lit [Ut] hy litte [lItd] 

lijt [lEit] lijde [ltidd] 
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hja 1ije [lEiCl] 

過去分詞 lit [lIt]， lijd [1εit] 

hja litten [lItCln] 

lijden [WdCln] 

医r Stienstra (19752 : 9)， Boersma/Van der Woude (19802 : 51)， Zantema 

(1984 : 572)， Tiersma (1985 : 83)のいずれも上記の語形を記載している。

Fokkema (19672: 65)も現在形2人称親称単数に lijstだけを示している

以外は同様である。 Hoekema(1992: 37)は (do)litst， hy lit; (do) litst， 

hy litteのみ。

⑥色[c:]-e [c:] -e [E] -e [E] 

次の動詞のみ。現在形2人称親称単数・ 3人称単数では語幹母音の交替

が認めにくい。

rede [rE:dCl] ，-救う，世話をするJ (red-， rette一/rede一)

ik red [rE:t] 

(do) redst [rE:st] 

hy redt [rE:t] 

ik rette [rEtCl] 

rede [rE:dCl] 

(do) rettest [rEtClst] 

redest [rE:dClst] 

hy rette [rEtCl] 

rede [rE:dCl] 

hja rede [rE:dCl] hja retten [rEt叩]

reden [rE:dCln] 

過去分詞 ret [nt] ， reden [rE:dCln] (-en (2)(c)) 

Gr  Stienstra (19752 : 10)とZantema(1984 : 801)は上記と同様だが， Tiersma 

(1985 : 83)とFokkema(19672 : 65)は現在形に e[e]による語形 ((do)
retst [rest]， hy ret [ret]) を併言己している。 Hoekema(1992: 39)は色

による語形のみ。

⑦ ei [ai， Ei] -age [a:抑]-age [a:yCl] -age [a:yCl] 

以下の⑨までの動調は不定調と現在形1人称単数と複数で語幹にi[i]を

含む二重母音が現われ，その他の語形では語幹に g[γ]が現われる。現

在形には規則的な変化もある。

feie [faiCl， fEiCl] ，-掃く J (fei-/fage-， fage-) 
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ik fei [fai， fciJ ik fage [fa:γ8J 

(do) fagest [fa:γ8stJ (do) fagest [fa:γ8stJ 

feist [faist， fcistJ 

hy faget [fa:γ8tJ hy fage [fa:γ8J 

feit [fait， fcit] 

hja feie [fai8， fEI8] hja fagen [fa:γ8nJ 

過去分調 fage [fa:γ8J 

F 過去形2人称親称単数がfageste(Eisma 1989: 13)のようにでを伴うこ

とがあることについては~ 71 (1)参照。

類例:現在形では規則的な eiの語形を欠く。

jeie [jai8， jti8J ，-狩りをする，追いたてるJ，kleie [klai8， klti8] ，-嘆く，

不平を言う」

巴..Stienstra (19752: 6， 8)とTiersma(1985 : 80 f.)は上記の語形を記載

している。一方， Fokkema (19672 : 65)はこのほかに過去形と過去分詞で

規則的なeiの語形を併記している (feide-，feid) 0 Zantema (1984: 236， 

456)はfeie，-掃く」と jeier狩りをする，追いたてる」の現在形にeiとage

の語形を記しているが， kleier嘆く，不平を言う」の現在形は記載がない。

Hoekema (1992 : 33)は(do)fagest， hy faget; (do) fagest， hy fageのみ。

他の語も同様。

⑧ oai [o:iJ -oge b:Y8J -oge [コ:Y8J-oge b:Y8J 

次の動詞のみ。

koaie [ko:i8J ，-噛むJ (koai-/koge-， koge-) 

ik koai [ko:iJ ik koge 

(do) kogest [k5:γ8st] (do) kogest 

[k5:γ8J 

[k5:γ8stJ 

koaist [ko:istJ koaidest [ko:id8st] 

hy koget [k5:γ8tJ hy koge [k5:γ8J 

koait [ko:it] koaide [ko:id8J 

国a koaie [ko:i8] 同a kogen [k5:γ8nJ 

koaiden [ko:id8n] 

過去分詞 koge [k5:γ8]， koaid [ko:itJ 
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..，. Stienstra (19752 : 8)は過去形と過去分調でogeの語形のみを記している。

Fokkema (19672 : 66)は規則的な oaiの語形をまったく併記していない。

逆に， Zantema (1984 : 514)はkoaieの項目には規則的な oaiの語形だげ

を示し，ogeの語形は kogjeの項目だけで示している。Tiersma(1985 : 87) 

とHoekema(1992 : 36)にはこの語の記載がない。

⑨ ij [d] -ige [i(:)拘]-ige [i(:)Yd] -ige [i(:)γd] 

過去形には異形がある。次の動詞のみ。

krije [krEid] Iもらう J (krij -/krige-， krige-/kriich-/krych-) 

ik krij [krd] ik krige [kri(:)γd] 

kriich/krych [kri(:)x] 

(do) krigest [kri(:)γdst] (do) krigest [kri(:)γdst] 

krijst [kn:ist] kriichst/krychst [kri(:)xst， ..kst] 

hy kriget [kri(:)γdt] hy krige [kri(:)γd] 

krijt [krdt] kriich/krych [kri(:)x] 

hja krije [krEId] hja krigen [kri(:)Ydn] 

過去分詞 krige [kri(:)γd]， krigen [kri(:)γdn] 

官過去形2人称親称単数がkrigeste/kriichste(Zantema 1984: 537)のよう

に eを伴うことがあることについてはS71 (1)参照。
『過去形単数については， krigeのほかにZantema(1984 : 537)がiiによる

語形を記し， Tiersma (1985: 81) とFokkema(19672: 65)がyによる

語形を記している。 Stienstra(19752: 8)はkrigeのみを示している。

Hoekema (1992: 36)は(do)krigest， hy kriget; (do) krigest， hy krigeの

み。

(4) 強変化動詞

強変化動調はすべて不規則動調である。大多数の強変化動調が I-e動詞」

に属する。 (2)で扱った規則的な変化による交替を起こすものも多く含まれる

が，以下の分類ではとくに考慮しない。以下では過去分詞の末尾音の種類

((a)) ，過去複数形の末尾音-ne(n)[m(n)] ((b))，その他 ((c)(d)(e))について

記す。
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(a) 過去分詞の末尾音の種類

①過去分詞 -en [;:m] 

直前に母音や r，nが来ない場合。大多数の強変化動調がこれに属する。

helpe [helpd] ，.助げるJ (help-， holp-) 

ik help [hdp] ik holp [holp] 

(do) helpst [hdpst] (do) holpst [holpst] 

hy helpt [hdpt] hy holp [holp] 

hja helpe [helpd] hja holpen [holpdn] 

過去分調 holpen [holpdn] 

②過去分詞 n 

直前に母音やrが来る場合。過去形複数では -enの語尾がつく。 -iuwe

[jYWd， jO:Wd]で終わる強変化動調の過去形には規則的な弱変化もある。

i )過去分調母音+-n

-iuwe [jYWd， jO:Wd]で終わるもの。

bliuwe [bljYWd， bljo:wd] ，.とどまるJ (bliuw-， bleau-/bliuwde-) 

ik bliuw [bljyu， ik bleau [bljo:u， blOd] 

bljo:u] bliuwde [bljyudd， bljo:udd] 

(do) bliuwst [bljyust， (do) bleaust [bljo:ust， blOdst] 

bljo:ust] 

hy bliuwt [bljyust， 

bljo:ust] 

同a bliuwe [bljywd， 

bljo:wd] 

bliuwdest [bljyuddst， bljo:uddst] 

hy bleau [bljo:u， blOd] 

bliuwde [bljyudd， bljo:udd] 

同a bleauwen [bljo:wdn] 

bleaune(n) [blOdlld(n)] 

bliuwden [bljyuddn， bljo:uddn] 

過去分詞 bleaun [bl向n]

F 弱変化の過去形は後代の類推による (Boersma/Vander W oude 19802: 

46) 0 Fokkema (19672: 70) とHoekema(1992 : 31)は過去形に弱変化

を記していなし'0Hoekema (1992 : 31)は過去形複数 wenのみ。他の語
も同様。
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類例:driuwe [drjyw;:)， drjδ:w;:)] ，-駆りたてる，漂う j，kliuwe [kljyw;:)， 

kljo:w;:)] ，-登るj，piuwe [pjyw;:)， pjo:w;:)] ，-いやいや食べるj，priuwe 

[prjyw;:)， prjo:w;:)] ，-(…の)味がする，味わう j，riuwe [rjyw;:)， rjo:w;:)] 

「連ねる， (真珠などを)ひもなどに通すj，skriuwe [skrjyw;:)， skrjo:w;:)] 

「書く j，triuwe [trjyw;:)， trjo:w;:)] ，-押すj，wiuwe [wjyw;:)， wjo:w;:)] ，-(合

図のために手やハンカチなどを)振るj，wriuwe [wrjyw;:)， wrjo:w;:)] ，-こ

する，磨く」

その{也。

bidde [bId;:)] ，-祈るj，fleane [fIbn;:)] ，-飛ぶ、j，lizze [lIz;:)] ，-横たわっ

ている，横たえるj，siede [si;:)d;:)] ，-沸騰する・させるj，sizze [sIz;:)， 

se:z;:)] ，-言う j (本来，弱変化)， snije [snEi;:)] ，-切る.j， spije [spEI;:)] ，-唾

を吐く，吐く j，swije [swEi;:)] ，-黙っている」

ii)過去分調r+-n

stjerre [stjEr;:)] ，-死ぬj (stjer一， stoar-) 

ik stjer [stkr] ik stoar [sto;:)r] 

(do) stjerst [StjESt] (do) stoarst [sto;:)st] 

hy stjert [StjEt] hy stoar [sto;:)r] 

hja stjerre[stjEr;:)] hja stoaren [sto;:)r;:)n] 

過去分調 stoarn [sto;:)n] 

類例:bedjerre [b;:)djEr;:)] /ferdjerre [f;:)djEr;:)] ，-腐る，損傷するj，farre 

[far;:)] ，-船で行く・運ぶj，ferlieze [f;:)li;:)z;:)] ，-失う」

③ 過去分詞 φ(無語尾)

直前に nが来る場合。過去形複数では enの語尾がつく。

fine [filld] ，-見つけるj (fyn-， fun-) 

ik fyn [fin] ik fun [fu(:)n] 

(do) fynst [fi:nst] (do) funst [fu:nst] 

hy fynt [fint] hy fun [fu(:)n] 

hj a fine [fin;:)] 同a funen [fu(:)n;:)n] 

過去分詞 fun [fu(:)n] 
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類例:begjinne [bagjIllCJ] r始まる，始めるj，bine [billCJ] r結ぶj，fer-

dwine[fadwina] r消えるj，kwine [kwillCJ] r衰弱するj，rinne [rIllCJ] 

「歩く j，spinne[spIna] r (糸を)紡くやj，swine[swillCJ] r消えるj，untginne 

[untgIllCJ] r開墾する，干拓するj，wenne [vEna] r慣らす，慣れるj，

wine [villCJ] r巻く j，winne [vIllCJ] r勝つ，獲得する」

④過去分詞 -t， -d 

弱変化との混合であり，過去形だけが強変化し，弱変化が併存する。語

幹は 4短母音+{k/p}'で終わる。

duke [duka] r潜るj (duk-， doek一/duk-)

ik duk [duk] ik doek [du:k] 

dukte [dukta] 

(do) dukst [dukst] (do) doekst [du:kst] 

duktest [duktast] 

hy dukt [dukt] hy doek [du:k] 

dukte [dukta] 

hja duke [duka] 同a doeken [du:kan] 

dukten [duktan] 

過去分調 dukt [dukt] 

類例:beswike [baswika] r屈服するj，finge [fIUa] r発火するj，knipe 

[knipa] rつねるj，ruke [ruka] r (…の)においがする，嘆くやj，skoppe 

[skopa] r蹴るj，stappe [stapa] r踏む，歩むj，strupe [strupa] rむく，

(…の皮を)はくやj，wike [vikel] r退く」

(b) 過去形複数 回 (n)[na(n)] 

強変化動詞のなかには過去形複数の末尾音として neと nenが併存する

ものがある。それは以下のもっとも頻繁に用いる基本的な動調(ないし助動

詞)であり，過去形単数が二重母音で終わる。

hawwe [hava] rもっている，完了の助動調j (hie [hia]， hiene(n) 

[hiallCJ(n)] ) 

kinne [kIna] r…できる，…かもしれないj (koe [kua]， koene(n) 
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[ku8n8(n)] ) 

lizze [liZ8， le:z8] 1横たわっている，横たえるJ Oei [lai， lo]， leine(n) 

[lain8(n)， lEi..J) 

sille [sI18] 1…だろう(など)J (soe [SU8]， soene(n) [SU8n8(n)]) 

sizze [SIZ8， sε:Z8] 1言う J (sei [sai， so]， seine(n) [saim(n)， sEI..]) 

weze [VE:Z8] 1...である，ーがある，完了の助動調J(wie [Vi8]， wiene(n) 

[vi8n8(n)] ) 

wolle [vo18] 1…したいJ (woe [vm]， woene(n) [VU8m(n)]) 

一部の I-n動調」もこれに属する (s72)。
dwaan [dwa:n] 1するJ (die [di8]， diene(n) [di8n8(n)]) 

gean [gI8n] 1行く J (gie [gi8]， giene(n) [gi8n8(n)]) 

stean [stI8n] 1立っているJ (stie [Si8]， stiene(n) [sti8n8(n)]) 

官歴史的には-nを欠くのが本来の語形だったが，過去形複数で nをつける

大多数の他の動詞との類推から nenが広がった。 Eisma(1989 : 16)は両

方の語形を挙げているが， -nのつかない-neの語形を優位に置いている

(以下 I過去形3人称単数/複数」の順)。

次の動調は過去形複数の末尾音-neが一般的である(Eisma1989 : 16)。

snije [snEi8] 1切るJ (snie [sni8]， sniene [sni8m]) 

F ただし， snije [snEi8] I雪が降る(非人称動詞)Jは規則的な弱変化動詞。

spije [SpEi8] 1唾を吐く，吐く J(spei[spai，sploi]， speine[spain8，spEIn8]) 

..".. -ne(n)とする意見もある。

( c) 子音の変化による交替を起こすもの

① j [j] (不定詞・現在形)-g [g] (過去形・過去分調)

jitte [jIt8] 1注ぐJ (jit-， geat-) 

ik jit [jIt] ik geat [gI8t] 

(do) jitst [jIst] (do) geatst [gI8st] 

hy jit [jlt] (←jit-t) hy geat [gI8t] 

同a jitte [jIt8] hja geaten [gbt8n] 

過去分調 getten [gEt8n] 
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.... Tiersma (1985 : 86)とFokkema(19672 : 71)は過去分調にgetten[gEt;ln] 

とjitten[jIt;ln]を併記している。 Zantema(1984: 461)とHoekema

(1992 : 35)はgettenのみ。

類例:ferjitte [f;ljit;}] ，忘れるJ (過去分詞fergetten[f;}gEt;}n] ， fer-

jitten [f;}jit;}n])， jilde [jIld;}] ，有効である，…の値段であるJ (規則的

な弱変化も併存)

②吋[¥](不定調・現在形)-sk [sk] (過去形・過去分詞)

'tの脱落」と「二重子音の縮約J ((2)(c)) を起こすことに注意。

sjitte [¥It;}] ，撃つJ (sjit-， skeat-) 

ik sjit [¥It] 

(do) sjitst [¥Ist] 

hy sjit [¥It] (←司it-t)

hja sjitte [¥it;}] 

過去分調 sketten [skEt;}n] 

③ 守音+j'(不定詞・現在形)一守音+φ，(過去形・過去分詞)

sj [¥] -s [s] 

ik skeat [skI;}t] 

)
 
出

WM

(

t

 

skeatst [skI;}st] 

skeat [skI;}t] 

skeaten [skI;}t;}nJ 同a

sjonge [¥6U;}] ，歌う」

ik sjonge [¥Ou] ik song [sou] 

(do) sjongst [¥oust] (do) songst [soust] 

hy sjongt [¥OUt] hy song [sou] 

hja sjonge [¥6U;}] hja songen [s6u;}n] 

過去分調 songen [s6u;}n] 

その{也。

dj [dj] -d [d] : bedjerre [b;}djtr;}] ，ferdjerre [f;}djtr;}] ，腐る，

損傷する」

gj [gj] -g [g] : begjinne [b;}gjIn;}] ，始める，始まる」

同 [j] -h [h] : hjitte [jit;}] ，…という名前である」

mj [mj] -m[m] : mjitte [mjit;}] ，測定する」

吋 [stj] -st [st] : stjerre [stjtr;}] ，死ぬJ，stjonke [stj6Uk;}] ，悪臭
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がする」

④ k(k) (不定詞・現在形)-k/ts (過去形)-ts (過去分調)

sprekke [sprek8] ，-公言するj (sprek-， spriek一/spruts)

ik sprek [spn:k] ik spriek [spri8k] 

spruts [sprots] 

(do) sprekst [spn:kst] (do) spriekst [Spri8kst] 

sprutst [sprotst] (←spruts-st) 

hy sprekt [spn:kt] hy spriel王 [spri8k] 

spruts [sprots] 

同a sprekke [sprek8] 同a sprieken [Spri8k8n] 

sprutsen [SprOts8n] 

過去分調 sprutsen [SprOts8n] 

類例:brekke [brek8] ，-割る，割れるj，dekke [dek8] ，-覆う j (規則的

な弱変化も併存)， luke [lukd] ，-引っぱるj，rekke [rekd] ，-伸びる，伸

ばすj，stekke [stekd] ，-突き刺す，痛む，差し込むj，strike [Strik8] 

「なでる，アイロンをかけるj，trekke [trekd] ，-引っぱる， (鳥などが)

渡る」

次の動調は過去形kの語形のみ。

berekke [b8rek8] ，-(火を)灰で覆う j，strekke [strek8] ，-のばす，十

分であるj，wreke [vre:kd]/wrekke [vrek8] ，-復讐するj (規則的な弱

変化も併存。「ーje動詞」の wreekje[vre:kj8] /wrekje [vrekj8]もある)

⑤ z-rの交替を起こすもの

i) z (不定詞・現在形)-r (過去形・過去分詞)

ferlieze [f8li8Z8] ，-失う j (ferlies-， ferlear一)

ik ferlies [f8li8S] ik ferlear 

(do) ferliest [f8li8St] (←ferlies-st) 

hy ferliest [f8li8st] 

(do) ferlearst 

hy ferlear 

[f81Idr] 

[f81I8st] 

[f81I8r] 

同a ferlieze [f8li8Z8] hja ferlearen [f81I8r8n] 

過去分調 ferlern [f81en] 
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ii) Z (不定詞・現在形)-r (過去形)一 Z (過去分詞)

過去分調で「音位転換J (ド.Metathese)を起こす点でも不規則である。

frieze [fri;:Jz;:J] ，氷が張る(非人称動調)J (fries-， frear一)

it friest [fri;:Jst] it frear [frI;:Jr] 

過去分調 ferzen [ftz;:Jn] 

『歴史的に「ヴ、エルナーの法則J (ド.Vernersches Gesetz)による「子音字

交替J (ド.grammatischer WechseOに起因する。

⑥ d (不定詞・現在形)一φ(過去形・過去分調)

biede [bi;:Jd;:J] ，提供するJ (bied-， bea-) 

ik bied [bi;:Jt] ik bea [bI;:J] 

(do) biedst [bi;:Jst] 

hy biedt [bi;:Jt] 

hja biede. [bi;:Jd;:J] 

過去分調 bean [bI;:Jn] 

類例:bidde [bId;:J] ，祈るJ(規則的な弱変化も併存)， siede [Si;:Jd;:J] r沸

(do) beast [bI;:Jst] 

hy bea [bb] 

hja beaen [bId;:Jn] 

騰する・させる」

(d) '-n動詞」と類似した変化をするもの

fleane [flI;:Jm] ，飛ぶJ (f1ean-/fljoch-， fleach一)

ik flean [flI;:Jn] ik fleach [flI;:Jx] 

fljoch [fljox] 

(do) fljochst [fljoxst， ..kst] 

hy fljocht [fljoxt] 

hja fleane [flIdm] 

flj ogge [flj oγ;:J] 

過去分詞 flein [flain， flEIn] 

( e) 補充形(ド.Suppletivform)やその他の不規則な語形を示すもの

① 補充形

weze [vt:z;:J] ，…である，ーがある;完了の助動詞」

ik bin [bln] ik wie [vi;:J] 
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(do) bist [bIst] 

hy is [Is] 

hja binne [bIlld] 

過去分詞 west [W;st] 

② その他の不規則な語形

(do) wiest 

hy wie 

[ Vi8St] 

[ Vi8] 

hj a wiene(n) [Vi8n8(n)] 

hawwe [hav8] iもっている;完了の助動調」

ik ha(w) [ha(f)， ha(v)] ik hie [hi8] 

(do) hast [hast] (do) hiest [hi8St] 

JO ha(wwe) [ha(V8)] JO hiene(n) [hi8n8(n)] 

hy hat [hat] hy hie [hi8] 

hja ha(wwe) [ha(V8)] hja hiene(n) [hi8n8(n)] 

過去分調 han[h::>:n] 

.... ha(w) [ha(f)， ha(v)Jの正書法と発音についてはTiersma(1985 : 25， 44) 

参照。

このほかに ha(bbe)[ha(b8)]， he(bbe) [M(b8)]， he(wwe) [M(V8)]とい

う語形があり，現在形が以下のように異なる (WFT8 (1985: 173))。

ik {ha(b) [ha(p)] /he(b) [hE(p)] /he(w) [hE(f)]} 

(do) {hast [hast] /hest [hESt]} 

jo {ha(bbe) [ha(b8)] /he(bbe) [M(b8)] /he(wwe) [hE(V8)]} 

hy {hat [hat] /het [hEt]} 

hja {ha(bbe) [ha(b8)]/he(bbe) [M(b8)]/he(wwe) [M(V8)]} 

(5) 過去現在動詞

過去現在動調はすべて不規則動調である。

(a) 話法の助動調

kinne [kIn8] i…できる，…かもしれないJ (kin-， koe(n)一)

ik kin [kIn] ik koe [kU8] 

(do) kinst [ke:nst] 

hy kin [kIn] (←kin-φ) 
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hja kinne [kIna] hja koene(n) [kU8n8(n)] 

過去分調 kinnen [kIn8n] ， kind [klnt] 

類例:語形変化については「話法の助動調」の項目で後述。

meie [mai8， mEi8] rーするのが好きだ，…してもいい」

moatte [m(w)at8] r…しなければならない，…にちがいない」

sille [sI18] r…だろう(など)J

wolle [v618] r…したいJ (歴史的には本来，過去現在動調ではない)

(b) 話法の助動調以外

kenne [kEna] r知っている J (ken-， koe-) 

ik ken [kw] ik koe [kU8] 

(do) kenst [kwt] (do) koest [kU8st] 

hy ken [kw] (←ken φ) hy koe [kU8] 

hja kenne [kEn8] 同a koene(n) [kU8na(n)] 

過去分詞 kennen [kEn8n]， kend [kwt] 

類例:witte [VIt8] r知っているJ (ただし，過去現在動詞と見なさない

ことも可能である。現在形 hy wit (←wit-φ(過去現在動調)または

wit-t (強変化動調))。

ik Wlt [vIt] ik 

(do) witst [vIst] (do) 

hy wit [ vIt] hy 

同a witte [VIt8] hja 

過去分詞 witten [vIt8n] 

a-wite [vit8] r向上」もある。

~ 71 rーje動調」

(1 ) まとめと過去形 2人称親称単数-st(e)

(a) まとめ

wist [ vIst] 

wist [vIst] (←wist-st) 

wist [ vIst] 

wisten [vIst8n] 

r -je動詞」にも弱変化動詞と強変化動詞の両方がある。弱変化の「ーje動調」

(sykje[sikj8] r探す」を除く)は過去形と過去分調で歯茎音の接尾辞一te/-de，
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t/-dを欠き 2人称親称単数が現在形と過去形で同形になる (Meijering

1980)。強変化の「ーje動調」は I-e動詞」と同様に母音交替(ド.Ablaut) 

を起こす。

『過去形と過去分詞で歯茎音の接尾辞を欠く弱変化動詞はノルウェー語

ニューノシュクやフェーロ一語にも見られる (Werner1993)。

(b) 過去形2人称親称単数 st(e)

過去形2人称親称単数は規則的な -stのほかに -steで終わる場合がある。

この eの付加はそれほど一般的でないので，本書では Eisma(1989: 12 f.) 

に従って eを付加しない語形だけを示す。

① I-je動詞」の -st(e)

「ーje動調」では 2人称親称単数が現在形と過去形で同形だが，これを

嫌って過去形の語末に -eを加え，形態、的に区別することがある。

現在形(do)harkest一過去形(do)harkest(e) (←harkje [harkj8] I注

意して聞く J)

② I-e動詞」の -st(e)

feie [fai8， fEi8] I掃く J (9 70 (3)(b)⑦)， krije [krEi8] I得るJ (9 70 (3)(b) 

⑨)のように，過去形で接尾辞-te/-deを欠く I-e動調」も①と同様で

ある。

現在形(do){fagest/krigest} 過去形(do){fagest(e)/krigest(e)} 

不規則な I-e動詞」である bliede[bli8白]I出血する」でも，現在形と

過去形が同形になる場合に限って eがつくことがある。

現在形(do)bletst一過去形(do){blettest/bletst(e)} 

『過去形として Stienstra(19752 : 3)はbletst(e)，Zantema (1984 : 114) 

はblettest，bletste， Eisma (1989 : 29)はblettest，bletst， Hoekema (1992 : 

31) はbletstと言己している。

Sitenstra (1975 : 1 ff.)は次のような今日ではふつう用いない st(e)の語形

を記している(現行の正書法に変更)。

(do) stapst(e) (ふつう staptest)(←stappe [stap8J I踏む，歩むJ)

(do) bu.chst(e) (ふつう bugdest) (←buge [bu:γ8J r曲げるJ)

(do) runst(e) (ふつう runst) (←rinne [rIn8J r歩く，動く，流れるJ)

『歴史的には現在形と過去形を形態的に区別する I-e動調」でも，かつては
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2人称親称単数が現在形と過去形で同形になることがあった (Eisma

1989 : 12f.， Hoekema 1992 : 28)。
現在形(do)mienst(e)一過去形(do)mienst(e)/miendest (←miene [mi;m<:J] 
「思うJ)

現在形(do)bakst(e) 過去形(do)bakst(e)/baktest (←bakke[bak<:J] r (パ

ンなどを)焼く」

-eの付加はかつての異形態の機能分化の結果であると言える。

Stienstra (1975 : 1江)では動詞の種類に関係なし過去形2人称親称単数

を-st(e)としている。その他の用例:

Du kaamste， du kaamste sa stadich deroan. rあなたはやって来た，あな

たはやって来た。とてもゆっくりとJ (S. Kloosterman: 

(2) 弱変化動詞:規則動詞 I

(a) 典型的な例

規則的な音の変化さえも伴わないものがこれに属する。

winskje [ve:nskja] ，願う J (winskje-/winske-， winske-) 

ik winskje [ve:nskja] ik winske [ve:nsk<:J] 

(do) winskest [ve:nskast] (do) winskest [ve:nskCJst] 

hy winsket [ ve:nskat] hy winske [ve:nska] 

hja winskje [ve:nskja] hja winsken [ve:nskan] 

過去分詞 winske [ve:nska] 

(b) -earje [jErja]で終わるもの

-earje [jErja]は動調を派生する生産的な接尾辞であり，派生語や外来語に

も好んで用いる。語幹母音の「割れJ (~10) を明示するために '-e 語幹」で

子音rを重ねてつづる。

studearje[stydjErja] ，大学で学ぶJ(studearje一/studearre-， studearre-) 

ik studearje [stydjErja] ik studearre [stydjEra] 

(do) studearrest [stydjErast] (do) studearrest [stydjErast] 

hy studearret [stydjErat] hy studearre [stydjEr<:J] 

hja studearje [stydjErja] hja studearren [stydjEran] 

過去分詞 studearre [stydjErCJ] 
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類例 avensearje [aV8(n)¥Erj8] r前進する j，kontrolearje 

[kontr81jErj8] r管理する，検査するj，notearje[notjErj8] rメモするj，

organisearje brγani¥Erj8] r企画運営する，組織するj，wurdearje 

[vOdjErj8] r評価する，たたえる」

(3) 弱変化動詞:規則動調II

規則的な音の変化による交替を起こすものがこれに属する。

(a) 鼻音化 (98 ) 

‘母音+n'は摩擦音と流音の直前で鼻母音になる。 r-je動調」では [j]のほ

かには [s]，[z]にほぽ限られる。

wenje [VEnj8] r住むj (wenje-/wenne-， wenne-) 

ik wenje [VEnj8] ik wenne [VEn8] 

(do) wennest [vEmst] (do) wennest [vEmst] 

hy wennet [ VEn8t] hy wenne [vEm] 

hja wenje [ VEnj8] hja wennen [VEn8n] 

過去分調 wenne [vEm] 

類例:bunzje [bu:n38] r強くノックする， (心臓が)ドキドキするj，duns.町

je [dU:n¥8] rダンスをするj，skjinje [Skinj8] r掃除するj，tsjinje 

[t¥inj8] r仕える，役に立つ」

あいまい母音 [8]の脱落を伴うものについてはい)②参照。

(b) r破擦音化j (9 18 (5)) 

‘tsje [t¥8] -te [t8]'， 'dzje [d38] -de [d8]'の交替を起こすものがある。

① tsje [t¥8]一te[t8] 

boartsje [bwat¥8] r遊ぶj (boartsj e-/boarte-， boarte-) 

ik boartsje [bwat¥8] ik boarte [bwat8] 

(do) boartest [bwat8st] (do) boartest [bwat8st] 

hy boartet [bwat8t] hy boarte [bwat8] 

hja boartsje [bwat¥8] hja boarten [bwat8n] 

過去分調 boarte [bwat8] 
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類例:fetsje [fEt¥a]'つかむ，理解するj，groetsje [gruat¥a]'挨拶するj，

rotsje [r批判「腐るj，saltsje [sS:t¥a] ，塩をかげる，塩漬けにするj，

tutsje [tyt¥a] ，キスをする」

次の動調は -stje[¥a]で終わり， 'tの脱落j (~17) によって‘stje [¥a] 

-ste [sta] ，の交替を起こす。

hoastje [wa¥a] ，せきをする」

ik hoastje [wa¥a] ik hoaste [wasta] 

(do) hoastest [wastast] (do) hoastest [wastast] 

hy hoastet [ wastat] hy hoaste [wasta] 

hja hoastje [wa¥a] 同a hoasten [ wastan] 

過去分詞 hoaste [wasta] 

類例:haastje [ha:¥a]'急がせるj，feestje [fe:¥a]'祝う j，festje [fE:¥a]1 

festje [fE¥a]'断食するj，gestje [gE:¥a] I gestje [gE¥a]'発酵するj，kistje 

[kI¥a] ，棺に収める」

② dzje [d3a] -de [da] 

antwurdzje [SntvOd3a] ，答えるj (antwurdzj e-I antwurde-， antwurde-) 

ik antwurdzje [釦tvOd3a] ik antwurde [SntvOda] 

(do) antwurdest [SntvOdast] 

hy antwurdet [SntvOdat] 

hja antwurdzje [SntvOd3a] 

過去分調 antwurde [SntvOda] 

(do) antwurdest [SntvOdast] 

hy antwurde 知tvOda]

hja antwurden [SntvOdan] 

類例:arbeidzje [arbaid3a， ..bεi..]'働く j，breidzje [braid3a， brEI..] 

「編むj，hoedzje [huad3a] ，保護するj，wadzje [vS:d3a] ，(水の中を)

歩いて渡るj，wreidzje [vraid3a， vrEi..] ，繁茂する，広がる」

( c) あいまい母音 [a]の脱落

3音節以上の '-je動詞」では，あいまい母音 [a]が連続すると，これを

嫌って語末の et[at] ， -est [ast]のe[a]が脱落することがあり，正書法

でも表記する。

hannelje [hSnalja] ，商売する，行動する」
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ik hannelje [h5n;}lj;}] ik hannele [h5ildl;}] 

(do) hannel(e)st [h5n;}1(;})st] (do) hannel(e)st [h5ildl(;})st] 

hy hannel(e)t [h5ildl(;})t] hy hannele [h5ildl;}] 

hja hannelje [h5ildlj;}] hja hannelen [h5ildl;}n] 

過去分調 hannele [h5n;}1;}] 

『これ以外にも発音上，あいまい母音[<:J]の脱落は‘[<:J]+鳴音'が同一音節

にある場合 (hjahannelen)でも起こり I音節化j (~20) を伴う。

類例:duzelje [du:z;}lj;}] Iめまいがする(非人称動調)j， knibbelje 

[knIb;}lj;}] Iひざまづく，値切るj，hongerje [h6u;}rj;}] I空腹であるj，

simmerje [sIm;}rj;}] I夏になる，夏らしい(非人称動詞)j， timmerje 

[tIm;}rj;}] I (建物を)木材で建てる」

① i [;}]などを含む動詞

語幹がe[;}]ではなく， i [;}]などを含む場合にも同様の脱落が見られ

る CHoekema1992: 29)。

例.billikje [bIl;}kj;}] I承認するj ((do) billik(e)st [bIl;}k(;})st] ， hy 

billik(e)t [bIl;}k(;})t]) 

hilligj e [hIl;}γj;}] I神聖にする，あがめるj (( do) {hilligest [hIl;}γ;}st]/ 

hillichst [hIl;}xst， ..kst]}， hy {hilliget [hIl;}γ;}t] /hillicht [hIl;}xt]}) 

② 「鼻音イ七j (s 8 )による交替を起こすもの
あいまい母音[;}]の脱落とともに「鼻音化j (s 8 )による交替を起こす
ものがある ((a))。

oefenje [uf;}nj;}] I練習するj ((do) oefen(e)st [Uf;}ildst， (uf;}nst)]， hy 

oefen(e)t [uf;}n(;})t]) 

rekkenje [rEk;}nj;}] I計算する，考慮するj ((do) rekken(e)st [rEbildst， 

(rEk;}nst)]， hy rekken(e)t [rEbn(;})t]) 

tekenje [te:k♂j;}] I (絵などを)描く，署名するj ((do) teken(e)st 

[tε:k;}ildst， (te:bnst)]， hy rekken(e)t [te:bn(;})t]) 

『あいまい母音[<:J]が脱落した語形は I-e動詞」の語形と同一になり， I-je 

動詞」の特徴を失うことになる。今日 Iーje動調」はオラン夕、語の影響で
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衰退し， I-e動詞」に移行しつつある。オランダ語との距離を保とうとする

西フリジア語の規範として，Eisma (1989 : 13)はあいまい母音 [8Jの脱

落しない語形を優位に置いている。

(d) {ouje [:mj;:)] / auje [:mj;:)]}一 {ouwe[コu;:)]/auwebu;:)]} 

~ 12 (3)(c)参照。

touje [t加j;:)]，-寝言を言う」

ik touje [t加j;:)]

(do) touwest [t5u;:)st] 

hy touwet [t5u;:)t] 

hja touje [t5uj;:)] 

過去分詞 touwe [t5u;:)] 

類例

i) ouje buj;:)]一ouwe[:)U;:)] 

ik touwe [t5u;:)] 

(do) touwest [t5u;:)st] 

hy touwe [t5u;:)] 

hja touwen [t5u;:)n] 

rouje [r5uj;:)] ，-喪に服する，悼むj，skouje [sk5uj;:)] ，-しりごみする，

はばかるj，souje [s5uj;:)] ，-漉す，ふるいにかける」

ii) auje [::mj;:)] -auwe [:)U;:)] 

dauje [d加j;:)]，-露が降りる(非人称動調)j， flauje [f15uj;:)] ，-静まる，

弱まるj，gauje [g5uj;:)] ，-ねだる，せがむj，kauje [k5uj;:)] ，-かむ」

(4) 弱変化動調:不規則動詞

(a) 子音変化と母音変化

① eitsje [ait¥;:)，εi..] -akke [ak;:>] 

meitsje [mait¥;:)， mEi..] ，-作るj (meitsje一/makke-，makke-) 

ik meitsje [mait¥;:)， mEi..] ik makke [mak;:)] 

(do) makkest [mak;:)st] (do) makkest [mak;:)st] 

hy makket [mak;:)t] hy makke [mak;:)] 

hja meitsje [mait¥;:)， mEi..]同a makken [mak;:)n] 

過去分詞 makke [make] 

類例:smeitsje [smait¥;:)， smEi..] ，-…の味がする」
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② eitsje [ait¥d， Ei..] -ekke [Ekd] 

reitsje [rait¥d， rEi..] i当たる，至るJ (reitsje-/rekke-， rekke-) 

ik reitsje [rEIt¥d， rEi..] ik rekke [rEkd] 

(do) rekkest [rEkdst] (do) rekkest [rEkdst] 

hy. rekket [rEkdt] hy rekke [rEkd] 

同a reitsje [rait¥d， rEI..] 同a rekken [rEbn] 

過去分詞 rekke [rEkd] 

類例:weitsje [vait¥d， VEi..] (wekje [VEkjd]， weitse [vaitSd， vEi..]) 

「目をさましている，見張るJ (wekjeは規則動調として「目をさまさせ

る」という意味の他動詞としても用いる)

③ aitsje [ait¥d] -ake [a:b] 

laitsje [lait¥d] i笑う J Oaitsje-/lake-， lake一)

ik laitsje [lait¥d] 

(do) lakest [la:kdst] 

hy laket [Ia:kdt] 

wy laitsje [lait¥d] 

過去分調 lake [Ia:ke] 

Oaaitsje日a:it¥d]i同上」もある)

④ oaitsje [O:it¥d] -oke b:kd] 

ik lake [la:kd] 

(do) lakest [la:kdst] 

hy lake [Ia:kd] 

wy laken [la:kdn] 

loaitsje [lo:it¥d] i見るJ Ooaitsje-/loke-， loke-) 

ik loaitsje [lo:it¥d] 

(do) lokest [15:kdst] 

hy loket [15:kdt] 

同a loaitsje [IO:it¥d] 

過去分調 loke [15:b] 

ik 

(do) 

hy 

hja 

loke [15:kd] 

lokest [15:kdst] 

loke [15:kd] 

loken [15:bn] 

類例:koaitsje [ko:it¥d] i沸騰する・させるJ-koke [k5:kd] -koke 

[k5:b] 

ploaitsje [plo:it¥d] i摘むJ-ploke [p15:kd] -ploke [p15:kd] 

⑤ 「破擦音化J (9 18 (5)) と母音の変化
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'tsje [t¥d] -te [td]'の交替 ((3)(b)①)と母音の変化を起こす。弱変化も

併存する。

plichtsje [plIxt¥d] ，ーする習慣がある」

ik plichtsje [plIxt¥d] ik placht(e) [plaxt(d)] 

plichte [plIxtd] 

(do) plichtest [plIxtdst] (do) placht(e)st [plax(td)st] 

plichtest [plIxtdst] 

hy plichtet [plIxtdt] hy placht(e) [plaxt(d)] 

plichte [plIxtd] 

hja plichtsje [plIxt¥d] 同a plachten [plaxtdn] 

plichten [plIxtdn] 

過去分調 なし

(pliigje [pli:γjd] ，同上」もある)

... Tiersma (1985 : 87)は第1不定詞pliigje，過去形plichteのみを記してい

る。

(b) {kje [kjd] /pje [pjd]} -ocht [Jxt] 

sykje [sikjd] ，探す，求めるJ (sykje-/sike-， socht-) 

ik sykje [sikjd] ik socht [sJxt] 

(do) siket [sibst] (do) sochtst [sJxst] 

hy siket [sibt] hy socht [sJxt] 

hja sykje [sikjd] 同a sochten [s5xtdn] 

過去分調 socht [sJxt] 

(siikje [Si:kjd] ，向上」もある)

類例:keapje [kIdPjd] ，買う」

'-e動調」に属する tinke[tIUkd]'思う，考える」と bringe[brIUd]'持っ

てくる・いく」も類似した変化を示す (370 (3)(a))。

(5) 強変化動詞

強変化動詞はすべて不規則動詞である。
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waskje [v5skja] ，-洗う」

ik waskje [v5skja] ik wosk [vosk] 

(do) waskest [v5skast] (do) woskst [ voskst] 

hy wasket [ v5skat] hy wosk [voskan] 

hja waskje [v5skja] hja wosken [vosbn] 

過去分調 wosken [voskan] 

類例:bergje [bErγja] ，-かくまう，しまう j，fjochtsje [fjoxt¥a] 

Cfjucht(sj)e [fjOxt(¥)a]) ，-戦う」

規則的な弱変化が併存するもの。

befelje [baWja] ，-命令するj，fergje [fErγja] ，-要求するj，flechtsje 

[flExt¥a] ，-編むj (ただし， flechtsje [flExt¥a] ，-逃げる」は弱変化の規則

動詞)， genietsje [ganiat¥a] ，-楽しむ，享受するj，hingje [hIuja] ，-掛け

る，掛かっているj，lykje[likja] ，-似ている，ーのようだーterskje[tEskja]

「脱穀する j，tingje [tIuja] ，-値切る」

"".. Zantema (1984)も上記の語を挙げている(ただし， geniet(sj)e ，-楽しむ，

享受するJ)0 Fokkema (19672 : 53 ff.)とTiersma(1985 : 79 ff.)はとも

にhingje，-掛ける，掛かっている」を強変化のみとし， tingje'-値切る」に

ついては前者が弱変化，後者が強変化と弱変化としている。それ以外の語

は記載しておらず，もっぱら弱変化とみなしている。 Hoekema(1992 : 30 

ff.)はこの 2語と terskjer脱穀する」だけを強変化としている。

S 72 r_n動調」

(1) まとめ

r -n動詞」はすべて不規則な強変化動詞であり，以下の 7つの動調に限られ

る。語幹の形成がきわめて不規則であり，現在形の人称変化も不規則である。

第 1不定詞と現在形1人称単数が異形のものと同形のものに分かれ，前者で

は第3不定詞(命令形不定詞)が現在形1人称単数と同形であり，後者では

3つの不定詞すべてが同形である。ただし， slaan r打つ」はその両方の性格

を示す。第1不定詞と第2不定詞(動名詞)はつねに同形である。

『第1不定詞と現在形1人称単数が同形のgean[gI;mJ r行く」と stean
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[st!，:mJはかつての語根動調(ド.明Turzelverb)に由来する。 slaanI打つ」

は歴史的に縮約動調(ド.kontrahiertes Verb)に属する。

(2) 種類と語形

(a) 第1不定調と 1人称単数現在形が異形

① dwaan [dwa:n] Iする」

ik doch [dox] 

(do) dochst [doxst， ..kst] 

hy docht [doxt] 

ik die 

(do) diest 

hy die 

[dia] 

[diast] 

[dia] 

hja dogge [doγa] 同a diene(n) [diana(n)] 

不定詞 dwaan [dwa:n] -dwaan [dwa:n] -doch [dox] 

過去分詞 dien [dian] 

現在分詞 dwaand(e) [dwa:nt， (..da)] 

命令形 doch [dox] 

F 過去形複数 -ne(n)については~ 70 (4)(b)参照。

② jaan [ja:n] I与える」

ik jou [j:m] ik joech [ju:x] 

(do) joust [j:mst] (do) joechst [ju:xst， ..kst] 

hy jout [j:mt] hy joech [ju:x] 

hja jouwe [j5ua] hja joegen [ju:γan] 

不定調 jaan [ja:n]一jaan[ja:n]一jou[j::m] 

過去分調 jun [ju(:)n] 

現在分調 jaand(e)[ja:nt， (ιa)] 

命令形 jou [j:m] 

③ sjen [¥m] I見る」

ik sjoch [¥ox] 

(do) sjochst [¥oxst， ..kst] 

hy sjocht [¥oxt] 

hja sjogge [¥oγa] 
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不定詞 sjen [¥m] -sjen [¥m] -sjoch [¥ox] 

過去分詞 sjoen [¥U8n] 

現在分調 sjend(e) [¥mt， (..d8)] 

命令形 sjoch [¥ox] 

④ tsjen [t¥m] r引く(文語的)J (trekke [trEk8]が一般的)

ik tsjoch [t¥ox] ik teach [tI8x] 

(do) tsjochst [t¥oxst， ..kst] (do) teachst [tI8XSt， ..kst] 

hy tsjocht [t¥oxt] hy teach [tI8X] 

hja tsjogge [t¥oγ8] hja teagen [tI8γ8n] 

不定調 tsjen [t¥m] -tsjen [t¥m] -tsjoch [t¥OX] 

過去分詞 tein [tain， tEIn] 

現在分詞 tsjend(e) [t¥mt， (..d8)] 

命令形 tsjoch [t¥OX] 

(b) 第 1不定調と 1人称単数現在形が同形

① geane [gI8n8] r行く」

ik gean [gI8n] ik gong [gou] 

gyng [giU] 

gle [gi8] 

(do) giest [gjIst， gi8StJ (do) gongst [goust] 

gyngst [giust] 

giest [gi8St] 

hy giet [gjIt， gi8t] hy gong [gou] 

gyng [giU] 

gle [gi8] 

hja geane [gI8n8] hja gongen [gOU8n] 

gyngen [giU8n] 

giene(n) [gi8n8(n)] 

不定詞 gean [gI8n] -gean [gI8n] -gean [gI8n] 

過去分詞 gongen [gOU8n]， gien [gi8n] 
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現在分調 geand(e) [glant， (ιa)] 

命令形 gean [glan] 

町過去形複数 ne(n)についてはS70 (4)(b)参照。

② stean [stlan] r立っている」

ik stean [stlan] ik stie [stia] 

(do) stiest [stiast] (do) stiest [stiast] 

hy stiet [stiat] hy stie [stia] 

hja steane [stIana] 同a stiene(n) [stiana(n)] 

不定調 stean [glan] -stean [glan] -stean [glan] 

過去分詞 stien [stian] 

現在分詞 steand(e) [stlant， (..da)] 

命令形 stean [stlan] 

『過去形複数 ne(n)についてはS70 (4)(b)参照。

(c) 第 1不定詞と 1人称単数現在形が同形あるいは異形

slaan [sla:n] rnつ」

ik slaan [sla:n] ik sloech [slu(:)x] 

slach [slax] 

(do) slachst [slaxst， ..kst] (do) sloechst [slu(:)st， ..kst] 

hy slacht [slaxt] hy sloech [slu(:)x] 

hja slane [sla:na] hja sloegen [slu(:)γan] 

slagge [slaγa] 

slaan [sla:n] 

不定調 slaan [sla:n] -slaan [sla:n] -slaan [sla:n] 

過去分詞 slein [slain， slEIn] 

現在分調 slaand(e) [sla:nt， (..da)] 

命令形 slaan [sla:n] 

『現在形複数について， Zantema (1984 : 912)は上記と同様だが， Fokkema 

(19672 : 62)とTiersma(1985 : 83)はslane，Boersma/Van der W oude 
(19802 : 53)はslaneとslagge，Hoekema (1992 : 42)はslaneとslaanだ
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けをそれぞれ記している。

~ 73 不規則動詞変化表

以下の変化表は， H9(2)で述べたように， Eisma (1989)を基本としつつも，

他の文法書や辞書との異聞を考慮してまとめたものである。したがって，一

部で同書にない動調も採録してある。原則として Fokkema(19672)， Stien-

stra (19752)， Zantema (1984)， Tiersma (1985)， Hoekema (1992)を参

照した(それぞれE，F， S， Z， T， Hと略。 Fokkema(19672)とStienstra

(19752)の語形は現行の正書法に変更)。ただし，記載がない場合 (1欠」と記

す)，その語形を認めないのか，たんに考慮しなかったのか，厳密には不明で

ある。

人称代名調の記載がない場合は 1第 1不定詞」ー「現在形3人称単数J_I過

去形3人称単数」ー「過去分詞」の順。カッコに入れた第1不定詞(異形)の

語形変化は示していない。

現在形 過去形 過去分調

bedjerre [b"djer，，] 1腐る，損傷する」

bedjert [b"djEr，，] bedoar [b"do"r] bedoarn [b"do"n] 

bedrage [b"dra:γ，，] 1あざむく J(S欠)

bedraacht [b"dra:xt] hy bedreach [b"drI"x] bedragen [b"dra:γ"n] 

bedroech [b"dru (:) x] bedreagen [b"dr bγ叩]

(H欠) (TH史)

hj a bedreagen (bedroegen 

[b"drbγ"n] [b"dru (:)γ"n] Z) 

bedroegen [b"dru (:) y"n] (H先)

befelje [b"Wj，，] 1命令するJ (befelle [b"W，，]) (SH欠)

befellet [b"fe!"t] befoe! [b"fu"I] (円先)

befelle [b"W，，] 

befinge [b"fIO"] 1 (感情・感覚が)襲う J(S究)

befellen [b"W"n] (円支)

befelle [b"W，，] 
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befingt [b8fIut] befong [b8foU] befongen [b8foU8n] 

befingde [b8fIUd8] (円H究) befingd [b8fIut] (FTH究)

begjinne [b8gjIn8] r始める，始まるJ(円支)

begjint [b8gjInt] begun [b8gU (:) n] begun [b8gU (:) n] 

belide [b8lid8] r (罪・誤りを)認める，信何告白するJ(円H欠)

beliidt [b8li:t] belied [b8li8t] 

berekke [b8rEk8] r (火を)灰で覆う J (TS先)

berekt [b8rEkt] beriek [b8ri8k] 

bergje [bErγj8] r保護する，収納する」

berget [bErγ8t] hy burch [bOrx] 

hja burgen [bOrY8n] 

beswike [b8swik8] r屈服するJ(円H欠)

beswykt [b8swikt] beswiek [b8Swi8k] 

beswykte [b8Swikt8] 

bidde [bId8] r祈る」

bidt [bIt] 

biede [bi8dョ]r提供する」

biedt [bi8t] 

bine [bim] r巻く」

bynt [bint] 

bit巴 [bit8]rかむ」

hy bea [bI8] 

bidde [bId8] (F究)

hja beaen [bI88n] 

bidden [bId8n] (F先)

bea [bI8] 

bun [bu (:) n] 

byt [bit] biet [bi8t] 

blaze [bla:z8] r吹く J(円先)

beliden [b8lid8n] 

berutsen [b8ruts8n] 

burgen [b掛rY8n]

beswykt [b8swikt] 

(besweken [b8SW邑:k8n]5) 

bean [bI8n] (F欠)

bidden [bId8n] 

bean [bI8n] 

bun [bu (:) n] 

biten [bit8n] 

blaast [bla:st] hy blies [bli8s] blazen [bla:z8n] 

blaasde [bla:zd8] (H究) blaasd [bla:st] (H史)

hja bliezen [bli8z8n] 

-69-



北大文学部紀要

blaasden [bla:zd::m] (H究)

bliede [bliddd] r出血する」

ik blied [blidt] ik blette [bletd] blet [blet] 

(do) bletst [blest] (do) blettest [bletdst] (H究 (blieden[blidddn] F) 

bliedst [blidSt] (H究 bletst[blest] 

hy blet [blet] hy blette [blet;l] 

bliedt [blidt] (H欠) hja bletten [bletdn] 

hja bliede [bliddd] (blette-/bliede-FS) 

blike [blikd] r…のようである，明らかになる」

blykt [blikt] bliek [blidk] 

blykte [bliktd] (円H欠)

blinke [blIUkd] r輝く，ぴかぴか光る」

blinkt [blIUkt] blonk [bloUk] 

bliuwe [bljywe， bljO:Wd] rとどまる」

(blied [blidt] 5) 

bleken [bl邑:kdn](円究)

blykt [blikt] (H欠)

blonken [bloukdn] 

bliuwt [bljyut， hy bleau [bljo:u， blOd] bleaun [bl向n]

bljo:ut] bliuwde [bljyudd， bljo:udd] (FSH欠)

hja bleauwen [bljo:wdn] 

bleaune (n) [blOdnd (n)] (H欠)

bliuwden [bljyuddn， bljo:uddn] (FSH究)

brekke [brekd] r割る，割れる」

brekt [brεkt] briek [bridk] 

bruts [brOts] (H欠)

briede [briddd] r (食物を)焼く，卵を抱く」

brutsen [br評tSdn]

ik bried [bridt] ik brette [bret;l] bret [bret] 

(do) bretst [brest] (do) brettest [brEtdst] (H欠)(brieden [bridddn] F) 

briedst [bridst] (H欠 bretst[brest] (bried [bridt] 5) 

hy bret [bret] hy brette [brEtd] 

briedt [bridt] (H欠)同abretten [bretdn] 

hja briede [briddd] (brette-/briede-FS) 
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bringe [brIUd] I持ってくる・いく」

bringt [brlut] brocht [brコxt] brocht [brコxt]

deie [daid， deid] I殺すJ(T究)

ik dei [dai， do] ik date [da:td] daat [da:t] 

(do) daatst [da:st] deide [daidd， deidd] (H先 deid[dait， dot] 

deist [daist， dost] (H究) (do) daatst [da:st] (H究)

hy daat [da:t] 

deit [dait， dot] (H欠)

hja deie [daid， deid] 

deidest [daiddSt， dei..J (H史)

hy date [da:td] 

deide [daidd， deidd] (H先)

hja daten [da:tdn] 

deiden [daiddn， dei..J (H先)

dekke [dekd] I覆う」

dekt [dekt] diek [didk] 

duts [dOts] (SH欠)

dekte [dEktd] (FSTH士)

dutsen [dOtsdn] 

dekt [dekt] (FSTH欠)

doare [dward， dOdrd] IあえてーするJ (doarre [dward]円H欠)

doar [dwar， dOdr] doarst [dwast， dOdSt] doarst [dwast， dOdSt] 

doart [dwat， dOdt] doarde [dwadd， dOddd] doaren [dwardn， dOdrdn] 

(H欠 (H究 (TH欠)

([wa，od] Z; [wa]円)

drage [dra:γd] I運ぶ， (衣服を)着る」

draacht [dra泣 hydroech [dru (:)x] 

hja droegen [dru (:)γdn] 

drinke [drIukd] I飲む」

drinkt [dr1ukt] dronk [droUk] 

driuwe [drjywe， drjO:Wd] I駆りたてる，漂う」

doard [dwat， dOdt] (円H究)

([wa，od] Z; 

doarst [wa]円)

droegen [dru (:)γdn] 

dronken [drOukdn] 

driuwt [drjyut， hy dreau [drjo:u， dr向 dreaun[dr向n]
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drjo:utJ driuwde [drjyud8， drjo:u白J(F5H究)

hja dreauwen [drjO:W8nJ 

dreaune(n) [dr向n8(n) J (H欠)

driuwden [drjyud8n，drjo:ud8nJ (F5H先)

duke [duk8J r潜る」

dukt [duktJ 

dwaan [dwa:nJ rする」

ik doch [doxJ 

(do) dochtst [doxst， 

..kstJ 

hy docht [doxtJ 

hja dogge [doγ8J 

doek [du:kJ 

dukte [dukt8J (H究)

hy die [di8J 

diich [di:xJ (F5TH欠)

dyng [di!JJ (同TH士)

hja diene (n) [di8n8 (n) J 

erve Ci':rv8J r相続する，遺伝的に受け継ぐJ(5究)

dukt [duktJ 

dien [di8nJ 

erft [ErftJ hy urf [OrfJ urven [Orv8nJ 

erfde [ervd8J (H先 erfd[ErftJ (H欠)

hja urven [掛rV8nJ

erfden [ervd8nJ (H先)

falle [f518J r落ちる，倒れる」

falt [fコltJ foel [fu81] 

fange [fa!J8 J r捕らえる」

fangt [fa!JtJ fong [fo!JJ 

farre [far8J r船で/が行く・運ぶJ (fare [fa:r8J T) 

fart [fatJ foer [fu8r J 

fear [fl8r J (H先)

feie [fai8， fei8J r掃く」

ik fei [fai， fEiJ fage [fa:γョ]
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fallen [f518nJ 

fongen [fo!J8nJ 

finzen [fe:nz8nJ 

(F古形ITH犬)

fearn [fI8nJ 

fage [fa:γョ]
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(do) fagest [fa:γ8st] (feide [faid8， Wd8] F) 

feist [faist， fEist] (H士)

hy faget [fa:γ8] 

feit [fait， fEit] (H史)

hja feie [fai8， fei8] 

ferdjerre [f8djer8] r腐る，損傷するJ(5欠)

ferdjert [f8djert] ferdoar [fョd68r]

ferdwine [f8dwin8] r消える」

ferdwynt [f8dwint] ferdwun [f8dwu (:) n] 

fergje [ferγj;J] r要求するJ(F5TH欠)

ferget [ferγ8t] hy furch [fOrx] 

ferjitte [f8jIt8] r忘れる」

ferge [ferγ8] 

hja furgen [fOrY8n] 

fergen [ferγ8n] 

ferjit [f8jIt] fergeat [f8gbt] 

ferlieze [f8li8Z8] r失う」

ferli巴st[f81i8st] ferlear [f81I8r] 

fine [fin8] r見つける」

fynt [fint] fun [fu (:) n] 

finge [fID8] r発火するJ(Z) 

fingt [fIDt] fong [fOD] 

fingde [fIDd8] 

(feid [fait， fEit] F) 

ferdoarn [f;Jd68n] 

ferdwun [f;Jdwu (:) n] 

furgen [f針γ阻]

ferge [ferγ8] 

fergetten [f;Jget;Jn] 

ferjitten [f8jIt;Jn] (5H犬)

ferlern [f81en] 

fun [fu (:) n] 

fingd [fIDt] 

fj ochtsj e [fj 6xt18] r戦う J (fjucht(sj)e [fjOxt(¥)8] F5TH究)

fjochtet [f6xt8t] focht [foxt] fochten [f6xt8n] 

fleane Wbn8] r飛ぶ」

ik flean [flI8n] (F犬) hy fleach [flI;Jx] flein Wain， flEin] 

fljoch [fljox] hj a fleagen Wbγ8n] 
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(do) fljochst [fljoxst， ..kstJ 

hy flj ocht [flj oxtJ 

同afleane [flbn8J (F欠)

flj ogge [flj oγ8J 

flechtsj e [f!Ext¥8 J r編むJ(附欠)

flechtet [flExt8tJ flocht [f!oxtJ 

flechte [flExt8J 

frette [frEt8J r (動物が)食べる;がつがつ食べる」

fret [fn:tJ friet [fri8tJ 

frieze [fri8Z8 J r氷が張る(非人称動調)J

it friest [fri8stJ 

gean [gbn8J r行く」

ik gean [gI8nJ 

(do) giest [gjIst， gi8StJ 

hy giet [gjlt， gi8tJ 

hja geane [gI8ll8J 

(gean (e) [gI8n (8) J H) 

it frear [frI8r J 

hy gong [gouJ 

gyng [giuJ 

gie [gi8J (H欠)

hja gongen [goU8nJ 

gy昭 en[giU8nJ 

flochten [f!oxt8nJ 

flechte [f!Ext8J 

fretten [frEt8nJ 

ferzen [fEZ8nJ 

go昭 en[goU8nJ 

gien [gi8nJ 

giene (n) [gi8n8 (n) J (H究)

(gienen [gi8ll8nJ T) 

geneze [g8nE:Z8J r (病気などが)回復するJ (geneze [g8ne:Z8J T) 

gen色st[g8nE:stJ hy genies [g8ni8sJ genezen [g8nE:Z8nJ 

genesde [g8nE:zd8J genezen [g8ne:Z8nJ 

(円H欠) (SH犬)

geneesde [g8ne:zd8J (内TH士)

hja geniezen [g8ni8z8nJ 

gen色sden[g8nE:zd8J (円H究)

geneesden [g8n邑:Zd8J(FSTH究)

genietsje [g8ni8t¥8J r楽しむ，享受するJ (おもに弱変化，円H欠)(geniete [g8ni8t8J 

SZ) 
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genietet [g;:mi;:lt;:lt] geniete [g;:lni;:lt;:l] 

genoat [g;:lno;:lt] 

glide [gli (:) d;:l] I滑る」

ik glyd [glit] 

gliid [gli:t] (H究)

(do) glydst [glist] 

gliidst [gli:st] (H先)

hy glydt [glit] 

gliidt [gli:t] (H欠)

glied [gli;:lt] 

glimme [glIm;:l] Iかすかに燃える・光る」

glimt [glImt] glom [glom] 

glimde [glImd;:l] (T究)

glo.pe [glup;:l] Iそっと歩く」
glo.pt [glupt] gloep [glu:p] 

glo.pte [glupt;:l] (H欠)
grave [gra:v;:l] I埋める」

graaft [gra:ft] hy groef [gru:f] 

同agroeven [gru:v;:ln] 

gripe [grip8] Iつかむ」

grypt [gript] griep [gri;:lp] 

grypte [gript;:l] (H士)

halde [hヨ:d;:l] I保つ」

haldt [ht] hold [ho:t] (TH欠)

geniete [g;:lni;:lt;:l] 

genoaten [g;:lno;:lt;:ln] 

gliden [glid;:ln] 

glommen [glom;:ln] 

glimd [glImt] (T士)

glo.pen [glup;:ln] (TH xl 

glo.pt [glupt] 

groeven [gru:v;:ln] 

grepen [gre:p;:ln] 

grypt [gript] (H欠)

holden [ho:d;:ln] (TH欠)

halde [hヨ:d;:l] (H士 halden[h5:d;:ln] (H究)

(hood [ho:t] FSTH) (hoden [ho:d;:ln] 5TH) 

hawwe [hav;:l] Iもっている;完了の助動調」

ik ha(w) [ha(f) ， hy hie [hi;:l] han [hコn]

ha (V) ] hj a hiene (n) [hi;:ln;:l (n) ] 

(hawH) (hiene [hi;:ln;:l] H) 
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その他:ha(bbe) [ha(ba)] ，he(bbe) [he(ba) J， he(wwe) [he(va)] (WFT 81991: 

173) 

ik {ha(b) [ha(p)]/he(b) [he(p)]/he(w) [he(f)]} 

(do) {hast [hast]/hest [hest]} 

hy hat [hat] 

hja {ha(bb巴) [ha(ba) ]/he(bbe) [he(ba)] Ihe(wwe) [he(va)]} 

helpe [helpa] I助ける」

helpt [hdpt] holp [holp] 

hingje [hI!lja] I掛かっている，掛ける」

hinget [hI!lat] hong [ho!l] 

hinge [hI!la] (T欠)

hjitte [jIta] I…という名前であるJ (hite [hita]) 

hjit [jIt] hiet [hiat] (F先)

hjitte [jIta] 

ite [ita] I食べる」

yt [it] iet [iat] 

jaan [ja:n] I与える」

ik jou [jコu] hy joech [ju:x] 

(do) joust [j:mst] ([ju(:)x] T) 

hy jout [jコut] hja joegen [ju:γan] 

hja jouwe [j5ua] ([ju(:)x] T) 

jeie [jaia， jeia] '~守りをする，駆:りたてる」

ik jei [jai， jo] jage [ja:γa] 

(do) jagest [ja:γast] (jeide [jaida， jeida] F) 

(j eist [j aist， j ost] TF) 

hy jaget [ja:γat] (jeit [jait， jot] TF) 
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holpen [holpan] 

hongen [ho!lan] 

hinge [hI!la] (T史)

hiten [hitan] (F欠)

hjitten [jItan] 

iten [itan] 

jun [ju (:) n] 

jage [ja:γ百]
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hja jeie [jai8， jei8] 

jilde [jIld8] I有効である，…の値段がする」

j ildt [j m] gou [gコu]

jilde [jIld8] (FH究)

jitte [jIt8] I注ぐ」

jit [jIt] geat [gbt] 

keapje [kI8pj8] I買う」

keapet [kI8P8t] kocht [kコxt](H究)

koft [bft] 

(keape [kI8p8] 5) 

kenne [ken8] I知っているJ(打欠)

ken [km] hy koe [kU8] 

gouwen [g5u8n] 

jilden [jIld8n] (H欠)

getten [get8n] 

(jitten [jIt8n]円)
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kennen [kemn] (H史)

hja koene (n) [ku8n8 (n) ] kend [kεnt] 

(koene [k色8n8]5H) 

kerve [kerv8] I刻む，切るJ(5究)(kervje [kervj8] 5円H先)

kerft [kErft] hy kurf [kOrf] kurven [kOrv8n] 

(kerfde [kervd8] FT) (kerfd [kErft]円)

hja kurven [kOrv8n] 

(kerfden [kervd8n]円)

kieze [ki8Z8] I選ぶ」

kiest [ki8St] hy keas [kI8s] 

hja keazen [kI8z8n] 

kinne [kIm] I…できる，…かもしれない」

ik kin [kln] ik koe [kU8] 

(do) kipst [ke:nst] (do) koest [kU8St] 

hy kin [kln] hy koe [kU8] 

hja kinne [kIm] 同akoene (n) [kU8凹 (n)] 

(koene [ku8m] 5H) 
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kiesd [ki8St] (F5T先)

kinnen [kIn8n] 

kind [klnt] 
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kleie [klai8， klEI8J I嘆く，不平を言う」

ik klei [klai， klEiJ klage [kla:γョ klage[kla:γ8J 

(do) klagest[kla:γ8stJ (kleide [klaid8， kWd8J F) 

(kleist [klaist， klEistJ円)

hy klaget [kla:γ8tJ 

(kleit [klEit， klaitJ円)

尚akleie [klEI8， klai8J 

klimme [klImョJI登る」

e-eL m
 

y
E
i
 
K
 

4
E
L
 m
 

b
h
 

klom [klomJ klommen [klom8nJ 

klinke [klIUk8J I鳴る，響く」

klinkt [klIuktJ klonk [kloukJ klonken [klouk8nJ 

kliuwe [kljyw8， kljO:W8J I登る」

kliuwt [kljyut， hy kleau [kljo:u， klO8J kleaun [kl向nJ

kljo:uJ kliuwde [kljyud8， kljδ:Ud8J (F5H欠)

同akleauwen [kljO:W8nJ 

kleaune (n) [klO8ll8 (n) J (H犬)

kliuwden [kljyud8n， kljo:ud8nJ (F5H士)

knipe [kni (:) P8J Iつねる，つまむ」

knypt [kniptJ kniep [kni8pJ 

knipte [knipt8J (H究)

knypt [kniptJ 

(knepen [kne:p8nJ F) 

koaie [ko:i8J I噛むJ(TH犬)(kogje [k5:γj8J TH欠， kauje [k5uj8J 5TH欠)

ik koai [ko:U ik koge [k5:γ8J (z欠 koge[k5:γ8J (z欠)

(do) kogest [k5:γ8stJ (do) kogest [k5:γ8stJ 

(z欠 (z先)

koaist[ko:istJ (F欠 koaidest[ko:id8J (F欠)

hy koget [k5:γ8stJ hy koget [k5:γ8stJ (z士)

(z究 koaide[ko:id8J (F究)

koait [ko:itJ (F士)凶akogen [k5:γ8nJ (z究)

koaid [ko:itJ (F史)

hja koaie [ko:i8J koaiden [kδ:id8nJ(F究)
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koaitsje [ko:it¥a] I沸騰する・させるJ (kokje [k5:kjaJ SH欠)

ik koaitsje [ko:it¥a] koke [k5:kaJ 

(do) kokest [k5:kast] 

hy koket [k5:kat] 

hja koaitsje [ko:it¥a] 

komme [koma] I来る」

komt [komt] kaam [ka:m] 

krije [krEia] I得る」

koke [k5:ka] 

kommen [koman] 

komd [komt] (H史)

kaam [ka:m] (FSTH究)

ik krij [kro] hy krige [kri (:)γaJ krige [kri (:)γa] 

(do) krigest [kri (:)γast] kriich [kri:x] (FSTH士) krigen [kri (:)γan](H欠)

krijst [kn;ist] (H欠 krych[krix] (SZH欠)

hy kriget [kri (:)γョt]hja krigen [kri (:)γan] 

krijt [krot] (H先)

hja krije [kreia] 

krimpe [krImpa] I縮む」

krimpt [krImpt] kromp [kromp] krompen [krompan] 

kringe [krIua] I突き進む，押しのける」

kringt [krIUt] krong [krou] krongen [krouan] 

krinke [krIuka] I (人の)気持ちを傷つける」

krinkt [krIUkt] kronk [krouk] kronken [kroukan] 

krite [krita] I嘆き悲しむ」

kryt [krit] kriet [kriat] kriten [kritan] 

kro.pe [krupa] Iはう J(FT士)

kro.pt [krupt] kroep [kru:p] kro.pen [krupan] (H先)

kro.pte [krupta] (H欠 kro.pt[krupt] 

kwine [kwina] Iやつれる，しおれるJ (おもに弱変化， FSTH史)

kwynt [kwint] kwynde [kwinda] kwynd [kwint] 
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kwo.n [kwun] 

laitsje [Iait¥，，] ，笑う J Oaai tsj e [Ia:i t¥，，] FSTH究)

ik laitsje [lait¥，，] lake [Ia:k，，] 

(do) lakest [la:k"st] 

hy laket [la:k"t] 

hja laitsje [Iait¥，，] 

leze [Ie:z，，] ，読む」

lest [IE::st] 

liede [li"d，，] ，導く」

ik lied [li"t] 

(do) laatst [Ia:st] 

liedst [li"st] (H欠)

hy laat [Ia:t] 

liedt [li"t] (H究)

hj a liede [li"d，，] 

hy lies [Ii"s] 

hja liezen [li"z"n] 

(do) latest [la:t"st] 

Oaa tst [Ia:st] H) 

Cliedest [Ii"d"st] FST) 

hy late [Ia:t，，] 

Oiede [li"d，，] FST) 

liede [li"d，，] ，(教会の鐘などが)鳴る」

kwo.n [kwun] 

lake [Ia:k，，] 

lezen [le:z"n] 

laat [Ia:t] 

Oieden [li"d"n]円)

ik lied [Ii"t] (do) lettest [let"st] (H史 let[lE:t] 

(do) letst [IE:st] Oetst [lE:st] H) 

liedst [li"st] (H欠) hy lette [let，，] 

hy let [lE:t] 

liedt [li"t] (H欠)

hja liede [li"d，，] 

lige [li:γョ]，嘘をつく J (おもに弱変化， TH犬)

liicht [li:xt] hy liigde [li:γd，，] 

leach [II"x] 

hj a liigde [Ii:γd，，] 

leagen [II"γ"n] 

lije [Iei，，] ，苦しむ，被る」
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Oieden [li"d"n] F) 

liigd [li:xt] 

lygd [lixt] (F先)

leagen [IIdγ"n] 

Oeagen巴[IIdγ"lld]5) 



西フリジア語の文法構造動詞(1)

ik lij [lEi] 

(do) litst [IIst] (F士)

(do) littest [lIt;:}st] (H欠)

Clitst [IIst] H) 

lit [1It] 

lij d [lEi t] (H士)

lijst [lEist] (H究 lijdest [lEid;:}st] (H欠)

hy lit [1It] hy litte [lIt;:}] 

lijt [lEit] (H究 lijde[1εid;:}] (H欠)

hj a lij e [lEi;:}] 

lykje [likj;:}] r似ている，ーのようだJ(円H究)(likenje [lik;:}nj;:}] FSTH究)

liket [lik;:}t] liek [li;:}k] like [lik;:}] 

like [lik;:}] 

litte [lIt;:}] r…させる，放置する」

]
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liet [li;:}t] li tten [lIt;:}n] 

lizz巴 [lIz;:}，le:z;:}] r横たわっている，横たえる」

ik lis [IIs， le:s] hy lei [lai， leiJ lein [lain， lEin] 

(do) leist [laist， lEist] hja leine (n) [lain;:} (n) ， lei [lai， lEiJ (円H犬)

hy leit Dait， lEit] lEi..J leid [lait， lEit] (円H士)

hja lizze [lIz;:}， le:z;:}] Oeine [lain;:}， 1Ei..J SH) 

loaitsje [lo:it¥;:}] r見るJ(問先)

ik loaitsje [lo:it¥;:}] loke [15:k;:}] loke [l5:k;:}] 

(do) lokest [15:k;:}st] 

hy loket [l5:k;:}t] 

hja loaitsje [lo:it¥;:}] 

luke [luk;:}] r引く」

lukt [lukt] loek [lu:k] 

luts [lOts] (H先)

lutsen [lOts;:}n] 

meie [mai;:}， mEi;:}] rーするのが好きだ，…しでもいい」

mei [mai， mEiJ mocht [moxt] mocht [moxt] 

meien [mai;:}n， mEi..] 

meitsje [mait¥;:}， mEi..J r作る」

ik meitsje [mait¥;:}， makke [mab] makke [mak;:}] 
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mti..J 

(do) makkest [mak;}st] 

hy makket [mak;}t] 
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同ameitsje [mait¥;}， ma.] 

melke [mElk;}] r乳を搾るJ (meltse [mElts;}]釘H欠)

melkt [mdkt] molk [molk] 

merke [mErk;}] r印をつける，気づく」

merkt [merkt] murk [mOrk] 

minge [mIu;}] r混せ守る」

mingt [mIUt] mong [mou] 

mjitte [mjIt;}] r、測る」

molken [molk;}n] 

murken [mOrk叩]

mongen [mOu;}n] 

mjit [mjIt] meat [mI;}t] metten [mEt;}n] 

moatte [m(w)忌t;}]r…しなければならない，…にちがいない」

moat [m(w)at] moast [mwast] moatten [mwat;}n] 

moete [mu;}t;}] r会う J(おもに規則変化，T史)(moetsje [m白t¥;}]H史)(mette [mEt;}] 

FZ) 

ik moet [mu;}t] (do) mettest [mEt;}st] (H先) moet [mu;}t] (H究)

(do) moetst [mu;}st] (H究 (metst[mest] H) met [met] 

metst [mest] moetest[mu;}t;}st] (SH史)(moet (e) [m白t(ョ)]F) 

hy moet [mu;}t] (H犬) hy moete [mu;}t;}] (H究)

met [met] 

hja moete [m白t;}]

nimme [nIm;}] r取る」

nimt [nlmt] 

mette [mEt8] 

naam [na:m] 

(nom [nコ:m]F) 

piuwe [pjywe， pjO:W8] rいやいや食べる J(FST史)

nommen [nom;}n] 

naam [na:m] (FTH究)

nomd [nomt] (H究)

piuwt [pjyut， pjo:ut] hy peau [pjo:u， p向 peaun[p向n]

piuwde [pjyud;}， pjO:Ud8] (H究)
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hja peauwen [pjo:w;m] 

peaune (n) [pOdlld (n)] (H先)

piuwden [pjyuddn， pjO:Uddn] (H史)

plichtsje [plIxt¥d] I…する習慣があるJ(F5TH究)(pliigje [pli:yjd]) 

plichtet [plIxtdt] placht (e) [plaxt (ョ)] なし

plichte [plIxtd] 

ploaitsje [plo:it¥d] I摘むJ (plokje [p15:kjd]) (ploaitse [plo:itsd] Z) 

ik ploaitsje[plo:it¥d] ploke [p15:kd] 

(do) plokest[p15:kdst] ploaite [plo:itd] (H究)

ploaitest [plo:itdst] (H究)

hy ploket [p15:kdt] 

ploaitet [plo:itdt] (峨)

hja ploaitsje [plo:it¥d] 

ploke [p15:kd] 

ploaite [plo:itd] (H史)

priuwe [prjywe， prjO:Wd] I (…の)味がする，味わう J(5欠)

priuwt [prjyut， 

prjo:ut] 

hy preau [prjo:u， pr向 preaun[prOeln] 

priuwde [prjyudel， prjo:udd](刊欠)

hja preauwen [prjδ:weln] 

preaune(n) [pr向lld(n)] (H先)

priuwden [prjyuddn， prjo:udeln] (阿欠)

rede [r~:dél] I救う，世話をする」

ik red [rE:t] rette [rEtel] (H究 ret[rEt] (H究)

(do) redst [rE:st] (rede [r~:dd] F5TZH) (r色den[r~:déln] F5TZH) 

(retst [rEst]円)

hy r色dt[rE:t] (ret [rEt]円)

hja rede [r~:dél] 

reitsje [rait¥el， rEI..] I…に当たる，至る」

ik reitsje [rait¥d， rekke [r~kd] 

r~i..J 

(do) rekkest [r~kdst] 
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hy rekket [rEk;}t] 

hja reitsje [raitj;}， rEi..J 

rekke [rEk;}] I伸びる，伸ばす」

rekt [n:kt] riek [ri;}k] rutsen [rots;}n] 

ruts [rots] (H欠)

ride [ri (:) d;}] I (車・自転車・馬などに乗って)行く J(S究)

rydt [rit] ried [ri;}t] riden [ri (:) d;}n] 

riede [ri;}d;}] I助言する」

ik ried [ri;}t] (do) rettest [rEt;}st] (H欠) ret [n:t] 

(do) retst [n:st] (retst [n:st] H) (rieden [ri;}d;}n] F) 

(riedst [ri;}st] FST) (riedest [ri;}d;}st] F) 

hy ret [rc:t] hy rette [rEt;}] 

(riedt [ri;}t] FST) (riede [ri;}d;}] F) 

hja riede [ri;}d;}] 

riere [rI;}r;}] I (身体部分などを)動かす， (液体の中を)かきまぜ、るJ(S欠)

ik rier [ri;}r] (do) rettest [rEt;}st] (H先 ret[n:t] 

(do) retst [n:st] (円Z欠 (retst[n:st] H) rierd [ri;}t] (H先)

rierst [ri;}st] (H史 rierdest[ri;}d;}st] (H欠)

hy riert [ric:t] (H欠 hyrette [rEt;}] 

ret [n:t] (円Z欠 rierde[ri;}d;}] (H先)

hja riere [ri;}r;}] 

rinne [rIn;}] I歩く，動く，流れる」

rint [rInt] run [ru (:) n] 

rite [rit;}] I裂し裂けるJ(円支)

ryt [rit] riet [ri;}t] 

run [ru (:) n] 

riten [rit;}n] 

riuwe [rjywe， rjo:w;}] I連ねる， (真珠などを)ひもなどに通す」

riuwt [rjyut， rjo:ut] hy reau [rjo:u， r向 reaun[ro;}n] 

riuwde [rjyud;}， rjo:ud;}] (F剖先)

同areauwen [rjo:w;}n] 
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reaune (n) [r向nd(n)](H欠)

riuwden [rjyuddn， rjO:Uddn] (F5H究)

roppe [rOpd] r叫ぶ，呼ぶ」

ropt [ropt] rop [rコ:p]

ruke [rUkd] r (…の)においがする，嘆くや」

rukt [rukt] roek [ru:k] 

rukte [ruktd] (H欠)

siede [Siddd] r沸騰する・させる」

siedt [Sidt] hy sea [Sld] 

(sear [Sldr] T) 

hja seaen [sIddn] 

sykje [sikjd] r探すJ (siikje [Si:kjd] 5TH先)

siket [sibt] socht [sコxt]

(sike [sib] 5) 

sille [sIld] r…だろう(など)J

ik sil [sIl] 

(do) silst [slst] 

(si (I)st F) 

hy sil [sIl] 

hja sille [sIld] 

sinke [SIDkd] r沈む」

ik soe [SUd] 

(do) soest [SUdSt] 

hy soe [SUd] 

hja soene(n) [sudnd(n)] 

(soene [SUdlld] 5H) 

sinkt [sIDkt] sonk [SODk] 

sitte [SItd] rすわっている」

sit [sIt] siet [Sidt] 

sizze [SIZd， se:zd] r言う」

roppen [ropdn] 

rukt [rukt] 

sean [sldn] 

socht [回xt]

(sike [sikd] 5) 

sillen [sIldn] 

sild [sIlt] 

sonken [soDkdn] 

sitten [sItdn] 

ik sis [sls] hy sei [sai， sEI] sein [sain， sEIn] 

(do) seist[saist， sEIst] hja seine (n) [saind (n)， sei [sai， sEI] (FTH究)

hy seit [sait， sEIt] 

凶asizze [SIZd， s邑:Zd]

sei..] 

(seine [sailld， sei..] 5H) 
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sj en [lmJ r見る」

ik sjoch [¥oxJ 
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hy seach [sI8x] 

(do) sjochst [¥oxst，同aseagen [shγ8nJ 

..kstJ 

hy sjocht [¥oxtJ 

同asjogge [¥6γ8J 

sjitte [¥It8J r撃つ」

sjit C¥ItJ skeat [skI8tJ 

sjonge [¥608J r歌う」

sjoen [¥u8nJ 

sketten [skEt8nJ 

sjongt [¥ootJ song [sooJ songen [s608nJ 

skelde [skEld8J rののしるJ(5文)(skelle [skE18J H究)

skeldt [skEltJ skold [skoltJ 

skeld巴 [skEld8J(H欠)

skeppe [SkEP8J r創造する」

skept [skEptJ skoep [sku:pJ 

skiede [ski8d8J r分ける，離婚させる」

skolden [sk61d8nJ 

skeld [skEltJ (H欠)

skepen [ske:p8nJ 

ik skied [ski8tJ (do) skatest [ska:t8stJ (H士) skaat [ska:tJ 

(do) skiedst [ski8stJ (H士 (skaatst[ska:stJ H) skieden [ski8d8nJ (5H欠)

skaatst [ska:stJ (TZ史 skiedest[ski8d8stJ (5H究)

hy skiedt [ski8tJ (H欠) hy skate [ska:tョ]

skaatCska:tJ (TZ究 skiede[ski8d8J (5H究)

hja skiede [ski8d8J 

skinke [skIOk8J r注ぐ，贈る」

skinkt [sk1oktJ skonk [skookJ 

skite [skit8J r糞をする」

skyt [skitJ skiet [ski8tJ 

skoppe [sk6p8J r蹴る J(打欠)

skopt [skoptJ skop [skコ:pJ

skopte [sk6pt8J (H欠)

skonken [sk60k8nJ 

skiten [skit8nJ 

skopt [skoptJ 



西フリジア語の文法構造一動調 (1)

skowe [SkO:W8] I押して動かすJ(円H)

ik sko [sko:u] 

(do) skoost [sko:st] 

ik skode [sko:d8] (H欠 skood[sko:t] 

skau [skコu] skaun [skコun](円究)

hy skoot [sko:t] hja skoden [sko:d8n] (H欠)

hja skowe [SkO:W8] skauwen [sk5u8n] 

skrikke [skrIk8] r驚く，こわがる」

skrikt [skrlkt] skrok [skrok] 

(skrikte [skrIkt8] FSH) 

skriuwe [skrjywe， skrjO:w8] r書く」

skrokken [skrok8n] 

(skrikt [skrIkt] FSH) 

skriuwt [skrjyut， hy skreau [skrjo:u， skreaun [SkrO8n] 

skjo:ut] skr向]

skriuwde [skrjyud8， skrjo:ud8] (FSH犬)

凶askreauwen [skrjO:w8n] 

skreaune (n) [SkrO8n8 (n)] (H欠)

skriuwden [skrjyud8n， skrjo:ud;m] (内H欠)

slaan [sla:n] r打つ」

ik slaan [sla:n] (F犬) hy sloech [slu (:) x] 

slach [slax] (H史) hja sloegen [slu (:)γ8n] 

(do) slachst [slaxst， ..kst] 

hy slacht [slaxt] 

hja slane [sla:n8] 

slagge [slaγ8] (FTH究)

slaan [sla:n] (FST欠)

sliepe [S!i8p8] r眠る」

ik sliep [sli8p] 

(do) slepst [slepst] 

sliepst [sljlpst] (H欠)

hy slept [slept] 

sliept [sljlpt] (H先)

slepte [sIEpt8] 

sliepte [sljIpt8] (H欠)
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hja sliepe [sli;}p;}] 

slinke [slInk;}] r (腫れなどが)ひし(痛みなどが)おさまるJ(S究)

slinkt [s!Inkt] slonk [slonk] slonken [slonk;}n] 

slite [slit;}] rすり切れる」

slyt [slit] sliet [sli;}t] sliten [slit;}n] 

slupe [slup;}] rそっと歩しするりと抜け落ちる」

slupt [slupt] sloep [slu:p] slupen [s!up;}n] (H先)

slupte [slupt;}] (H欠 slupt[slupt] 

slute [slyt;}] r閉める，終える;閉まる，終わる」

slut [slyt] sleat [s!I;}t] 

sluet [sly;}t] (H欠)

(slut巴 [slyt;}]S) 

sletten [s!i::t;}n] 

sluten [slyt;}n] (H究)

sm巴itsje[smait¥;}， smEi..J r (…の)味がする， (人生などを)楽しむJ (smeitse 

[smaits;}， smEi..J z) 

ik smeitsje smakke [smak;}] smakke [smak;}] 

[smait¥;}， smEi..] 

(do) smakkest [smak;}st] 

hy smakket [smak;}st] 

hja smeitsje [smait¥;}， smEi..J 

smelte [smElt;}] r溶ける，溶かすJ (smeltsje [smElt¥;}]) (S史)

sme1t [smdt] smolt [smolt] smolten [smo1t;}n] 

smite [smit;}] r投げつける」

smyt [smit] smiet [smi;}t] smiten [smit;}n] 

snije [snEi;}] r切る」

snijt [snot] hy snie [sni;}] snien [sni;}n] 

snijde [snEid;}] (H先 snijd[sm:it] (H犬)

(snei [snai， snEiJ月 (snein[snain， snon] FS) 

hja sniene [sni;}nd] 

snijden [snEid;}n] (H究)
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(sneine [snain8， sn:Ei..J F) 

snute [Snyt8] r (鼻を)かむ， (ろうそくの)燃えた芯を切り取る」

snut [snyt] snuet [SnY8t] snuten [Snyt8n] 

snut巴 [snyt8]

spije [SpEi8] r唾を吐く，吐く J (spuie [sp命y8]おもに弱変化， FSTH士)

spijt [spEit] hy spei [spai， spEi] spein [spain， spEin] 

spijde [spEid8] (H欠 spijd[spEit] (H究)

hja speine [spain8， SpEin8] 

spijden [spEId8n] (H欠)

spinne [SpIn8] r (糸を)紡ぐJ(S史)

spint [spInt] spun [spu(:)n] 

spinde [SpInd8] (円欠)

spite [Spit8] r (…に)残念に思える」

spun [spu(:)n] 

spind [spInt] (FT究)

spit [spit] spiet [Spi8t] spiten [Spit8n] 

splite [Split8] r (薪などを)割る，分割する:割れる」

splyt [split] spliet [spli8t] 

sprekke [SprEk8] r公言する」

sprekt [sprEkt] spriek [spri8k] 

spruts [sprots] 

spriede [Spri8d8] r広げるJ(S欠)

spliten [Split8n] 

sprutsen [spr評tS8n]

ik spried [Spri8t] hy sprate [Spra:t8] spraat [spra:t] 

(do) spraatst [spra:st] (spriede [Spri8d8] FT) (sprieden [Spri8d8n] T) 

spriedst [Spri8st] hja spraten [Spra:t8n] 

(F稀;TH欠 (sprieden[Spri8d8n] FT) 

hy spraat [spra:t] 

spriedt [Spri8t] (F稿;TH史)

hja spriede [Spri8d8] 

springe [SprI!l8] r跳ぶ，はねる，破裂する」

springt [sprI!lt] sprong [spro!l] 

89 

sprongen [SprO!l8n] 



北大文学部紀要

sprute [Sprytd] r発芽するJ(5ZH) 
sprut [spryt] sprute [Sprytd] 

stappe [Stapd] I踏む，歩むJ (おもに弱変化)

stapt [stapt] stapte [Staptd] (H欠)

stoep [stu:p] 

stean [stIdn] I立っている」

spruten [Sprytdn] 

stapt [stapt] 

ik stean [stIdn] 

(do) stiest [StidSt] 

hy stiet [Stidt] 

hy stie [Stid] stien [stidn] 

同astiene (n) [stidnd (n) ] 

(stiene [Stidlld] 5H) 

hja steane [stIdnd] 

(stean (e) [stIdn (d)] H) 

stekke [St.skd] I突き刺す，痛む，差し込む」

stekt [stEkt] stiek [Stidk] stutsen [stOtsdn] 

stuts [stotS] (H史)

stelle [st.sld] I盗む」

ste1t [stElt] stiel [StidI] stellen [St.s!dn] 

stjerre [stj.srd] I死ぬ」

stjert [stjEt] stoar [stodr] stoarn [stodn] 

stjitte [StjItd] I突しぶつけるJ (おもに弱変化)

ik stjit [stjIt] (do) stjittest [StjItdSt] (H究) stjitten [stjItdn] (H究)

(do) stjitst [stjIst] (H士 statest[Sta:tdSt] (H究) staat [sta:t] 

staatst [sta:st] (F稀;立欠) (staatst [sta:st] H) 

hy stjit [stjIt] (H究 hystjitte [StjItd] (H欠)

staat [sta:t] (F:稿;TZ士 state[Sta:td] 

hja stjitte [StjItd] 

stjonke [StjOllkd] I悪臭がする」

stjonkt [stjollkt] stonk [stollk] stonken [stollkdn] 

stowe [StO:Wd] I突進する， (ほこりなどが)飛び散るJ(5欠)

ik sto [sto:u] hy stau [stコu] stowen [sto:wdn] (H究)
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(do) stoost [sto:st] stode [sto:d;:}] (H史)

hy stoot [sto:t] hja stauwen [stSu;:}n] 

hja stowe [sto:w;:}] stoden [sto:d;:}n] (H欠)

strekke [strEk;:}] rのばす，十分であるJ(T欠)

strekt [stn:kt] striek [stri;:}k] 

strekte [strEkt;:}] (FH欠)

(struts [strots] 5) 

stride [stri:d;:}] r争う，口論する」

striid [stri:t] stried [stri;:}t] 

strike [strik;:}] rなでる，アイロンをかける」

strykt [strikt] striek [stri;:}k] 

struts [str併ts](H士)

strupe [strup;:}] rむく， (…の)皮をはぐJ(5究)

strupt [strupt] stroep [stru:p] 

strupte [strupt;:}] (H欠)

supe [sup;:}] Iがぶ、飲みする，大酒を飲むJ(円H)

supt [supt] soep [su:p] (FT) 

supte [supt;:}] (円)

soop [so:p] (H) 

swerve [swErv;:}] rさまよる，放浪するJ(5究)

swerft [swerft] hy swurf [swOrf] 

hja swurven' [sworv;:}n] 

swije [swEi;:}] r黙っている」

swijt [swot] swei [swai， swo] 

(swiget [swi (:)γ;:}t]F) swijde [swEid;:}] (H欠)

(swige [swi (:)γ;:}] F) 

stood [sto:t] 

strutsen [strots;:}n] 

strekt [strekt] (5H欠)

striden [stri:d;:}n] 

strutsen [strot回n]

strupt [str叩 t]

supt [supt] (FT) 

sopen [so:p;:}n] (H) 

swurven [sworv;:}n] 

swein [swain， swon] 

swijd [swot] (H欠)

(swige [swi (:)γ;:}] F) 

swimme [swIm;:}] r泳ぐJ(5欠)(sw巴mme[swEm;:}] 5TH欠)

swimt [swlmt] swom [swom] swommen [swom;:}n] 

swine [swin;:}] r消えるJ(陀T先)
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swynt [swint] swun [swu (:) n] swun [swu (:) n] 

swinge [swI1P] I振る，揺らす;揺れるJ (swingje [SWIUj8] FSTH究)

swingt [sw1ut] swong [swou] swongen [SWOU8n] 

swinke [SWIUk8] I向きを変える J(円欠)

swinkt [sw1ukt] swonk [swoUk] swonken [SwOuk8n] 

swinkte [SWIUk8] (H欠 swinkt[swlukt] (H欠)

terskje [tEskjョ]I脱穀するJ(月間)

tersket [tEsbt] (do) turskest [tOSk8St] 

(teskest [tESk8st] 5) 

hy tursk [tOsk] 

(terske [tESk8] 5) 

tingje [tIUj8] I値切る J(日)

tinget [tIU8t] tong [toU] 

tinge [tIU8] (TH史)

tinke CtIUk8] I思う，考えるJ(T史)

tinkt [tIUkt] tocht [tコxt]

tochte [t5xt8] (FSH究)

treffe [trEf8] I会う，当たる，該当する」

treft [trdt] trof [trof] 

trekke [trEk8] I引っぱる， (鳥などが)渡る」

trekt [tn:kt] triek [tri8k] 

truts [tr世ts](刊文)

triuwe [trjyw8， trjo:w8] I押す」

tursken [tOsk8n] 

(terske [tESk8] 5) 

to昭 en[toU8n] 

tinge [tIU8] (TH欠)

tocht [tコxt]

troffen [trof8n] 

trutsen [tr掛tS8n]

triuwt [trjyut， hy treau [trjo:u， tr向 treaun[tr向n]

trjo:ut] triuwde [trjyud8，trjo:ud8] (FSH欠)

hja treauwen [trjo:w8n] 

treaune (n) [trO8n8 (n)] (H究)

triuwden [trjyud8n， trjo:ud8n] (FSH究)

tsj en [t¥w] I引く(文語的)J (trekke [trEk8]が一般的)

92 



西フリジア語の文法構造動詞(1)

ik tsjoch [t¥oxJ hy teach [tI;:JxJ 

(do) tsjochst [t¥oxst， hja teagen [tIdγ;:JnJ 

..kstJ 

hy tsjocht [t¥oxtJ 

hja tsjogge [t¥6γ;:JJ 

twinge [tWID;:JJ r強制する」

tein [tain， tEinJ 

twingt [twIDtJ twong [twoDJ twongen [tw6D;:JnJ 

untginne [untgIn;:JJ r開墾する，干拓するJ(5T究)

untgint [untgIntJ untgun [untgu(:)nJ untgun [untgu(:)nJ 

untginde [untgInd;:JJ (FH犬) untgind [untgIntJ (開欠)

waakse [va:ks;:JJ r成長する，増大するJ (waaksje [va:k¥;:JJ 5 H欠， waachs (j)e 

[va:k¥;:J， (..ks;:J) J F5TH究)

waakst [va:kstJ woeks [vu (:) ksJ woeksen [vu (:) kS;:JnJ 

waskje [v5skj;:JJ r洗う J(5士)

wasket [v5sk;:JtJ wosk [voskJ wosken [v6sk;:JnJ 

weage [vI;:JY;:JJ r (…の)重さ・重要性を量る(がある)J (5欠)(wage [va:γ;:JJ F5TH 

欠， weagje [vI;:Jγj;:JJ F釘H犬)

weag巴t[vIdY;:JtJ hy woech [vu:xJ woegen [vu:γ叩]

hja woegen [vu:γ;:JnJ 

weitsje [vait¥;:J， vEI..J r目を覚ましている，見張るJ (wekje [vekj;:JJ 5H史， weitse 

[vaits;:J， vei..J 5円H究)

ik weitsje 

[vait¥;:J， vei..J 

(do) wekkest [vek;:JstJ 

hy wekket [vek;:JtJ 

wekke [vek;:JJ 

hja weitsje [vait¥;:J， vei..J 

wekke [vek;:JJ 

wenne' [ven;:JJ r慣らす，慣れるJ (おもに弱変化)(F5TH欠)

went [vwtJ wende [vend;:JJ 

wun [vunJ 
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vverpe [VErpdJ r投げるJ(5先)

vverpt [vErptJ vvurp [vorpJ 

vveze [VE:ZdJ r…である，ーがある・いる」

ik bin [b1nJ ik vvie [VidJ 

(do) bist [b1stJ (do) vviest [VidstJ 

vvurpen [vOrpdnJ 

vvest [VEstJ 

hy is [1sJ 

hja binne [bImJ 

hy vvie [VidJ 

hja vvien巴(n)[vidnd (n) J 

(vviene [vidndJ 5H) 

vvike [vikdJ r退く J(何H究)(vvykje [vikjdJ F5TH究)

vvykt [viktJ vviek [VidkJ 

vvykte [viktdJ 

vvykt [viktJ 

(vv巴ken[v邑:kdnJ5) 

l
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ノ
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w
 vvfin [vunJ vvfin [vunJ 

vvinke [VIUkdJ r (身振りや道具などで…に)合図する」

vvinkt [v1uktJ vvonk [voukJ vvonken [voukdn] 

vvinne [vIndJ r勝つ，獲得する」

vvint [v1ntJ vvfin [vu(:)nJ vvfin [vu(:)nJ 

vvite [VitdJ r (…を…の)せいにする」

vvyt [vitJ vviet [VidtJ vviten [vitdnJ 

vvitte [VItdJ r知っているJ (vvite [VitdJ F5H究)

(do) vvitst [v1stJ 

vvit [v1tJ hy vvist [v1stJ vvitten [vItdnJ 

vviuvve [VVjyVVd， VVjO:VVdJ r (合図のために手やハンカチなどを)振るJ (vveauvve 

[VjO:VVdJ FSTH士)

vviuvvt [vjyut， vjo:utJ hy vveau [vjo:u， VOdJ vveaun [v向nJ(円先)

vviuvvde [VjyUdd， vviuvvd [vjyut， vjo:utJ (H究)

vjδ:UddJ (FH先)

同avveauvven [vjo:vvdn] 

vveaune (n) [v向nd(n)J (H究)
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wolle [vo18J Iーしたい」

ik wol [vol] 

(do) wolst [vostJ 

(wo(l)st F) 

hy wol [vol] 

hja wolle [vo18J 

wiuwden [vjyud8n， Vjo:ud8nJ (附欠)

hy woe [VU8J wollen [vo18nJ 

hja woene (n) [VU8n8 (n) ] wold [voltJ 

( woene [VU8il8 ] SH) 

wreke [vr邑:k8JI復讐する J(FST究)(wreekje [vr邑:kj8J/wrekje [VrEkj8J /wrekke 

[vrEk8J FSTH士)

wreekt [vre:ktJ wriek [vri8kJ 

wreekte [vre:kt8J (H文)

wringe [VrIU8J Iねじる， (洗濯物などを)しぼる」

wringt [vr1utJ wrong [vrouJ 

write [Vrit8J I引き裂しすり傷を負う J(FST先)

wryt [vritJ wri巴t[Vri8tJ 

wriuwe [Wrjyw8， wrjO:W8J Iこする，磨く」

wrutsen [vrot回 nJ

wreekt [vre:ktJ (H史)

wrongen [VrOU8nJ 

writen [vrit8nJ 

wriuwt [vrjyut， hy wreau [vrjo:u， vrO8J wreaun [vr向nJ

vrjo:utJ wriuwde [vrjれld8，vjO:ud8J(FSH欠)

hja wreauwen [VrjO:W8nJ 

wreaune (n) [vr向田(n)] (H犬)

wriuwden [vrjyud8n， vrj o:ud8nJ (FSH欠)

wurde [VOd8J Iーになる，受動の助動詞」

(do) wurdst [vostJ waard [va:tJ wurden [VOd8nJ 

hy wurdt [votJ (wurde [VOd8J F) 

参考文献
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記述上の問題点については筆者の次の論文を参照。
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